
本
年
度
の
白
門
三
八
会
総
会
は
、

平
成
24
年
４
月
21
日
（
土
）
上
野

「
東
天
紅
」
に
て
、
中
央
大
学
松
丸

常
任
理
事
・
吉
田
学
員
会
副
会
長
、

及
び
各
年
次
支
部
代
表
者
ら
の
来
賓

各
位
と
三
八
会
会
員
ら
62
名
の
参
加

者
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
会
員
起
立
し
中

央
大
学
校
歌
斉
唱
後
、
物
故
者
に
、

黙
祷
を
捧
げ
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

た
。第

一
部
は
定
時
総
会
、
武
田
総
務

部
長
が
会
則
に
よ
り
松
本
会
長
を
議

長
に
選
任
し
、
議
長
挨
拶
、
久
保
幹

事
長
の
平
成
23
年
度
実
績
報
告
、
三

船
事
務
局
長
の
決
算
報
告
と
近
藤
監

事
の
監
査
報
告
、
各
部
長
よ
り
本
年

度
の
事
業
計
画
、
第
５
号
議
案
で
卒

業
50
周
年
記
念
祝
賀
事
業
実
施
（
平

成
25
年
４
月
20
日
）
案
、
及
び
役
員

改
正
案
の
趣
旨
説
明
を
行
い
、
全
議

案
は
異
議
無
く
承
認
さ
れ
た
。

第
二
部
は
昭
和
38
年
「
卒
業
50
年

記
念
誌
発
行
」
の
武
田
実
行
委
員
長

よ
り
、
会
員
出
席
者
全
員
に
、
Ａ
４

版
１
枚
、
１
２
０
０
字
に
て
の
記
念

誌
の
原
稿
寄
稿
を
依
頼
、
ま
た
総
会

欠
席
者
に
は
７
月
発
行
の
第
31
号
会

報
に
原
稿
寄
稿
依
頼
書
を
同
封
し
原

稿
寄
稿
を
お
願
い
す
る
と
し
た
。

「
締
切
り
は
11
月
８
日
、
時
間
に
は

余
裕
が
あ
り
ま
す
、
皆
で
楽
し
い
記

念
誌
を
作
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
呼
掛

け
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
隣
の
部

屋
へ
移
動
し
総
務
部
安
藤
幹
事
の
音

頭
で
全
員
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

第
三
部
の
懇
親
会
は
、
宮
澤
事
業

部
長
と
西
相
談
部
長
の
も
と
、
松
丸

常
任
理
事
、
吉
田
学
員
会
副
会
長
、

三
八
会
よ
り
熊
本
哲
之
元
世
田
谷
区

長
の
挨
拶
を
頂
き
、
乾
杯
は
小
島
敏

男
元
衆
議
院
議
員
の
力
強
い
発
声
で

行
わ
れ
、
賑
や
か
で
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
、
丸
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ

中
華
料
理
と
焼
香
酒
の
勢
い
が
、
上

野
不
忍
池
の
明
か
り
を
、
な
お
一
層

明
る
く
し
て
く
れ
ま
し
た
。

｠
更
に
、
村
松
一
座
の
三
味
線
付

「
日
本
の
民
謡
訪
ね
歩
き
唄
」
よ
り

元
気
印
を
頂
き
、
最
後
に
「
中
央
大

学
応
援
歌
と
惜
別
の
歌
」
を
全
員
肩

を
組
ん
で
合
唱
し
、
こ
の
日
の
た
め

北
海
道
旭
川
よ
り
お
越
し
下
さ
っ
た

原
田
光
幸
会
員
の
中
締
め
で
散
会
し

た
。

（
総
務
部
　
武
田
幹
雄
）

中央大学白門三八会第17回総会を開催

白
門
三
八
会
卒
業
50
年
記
念

誌
を
発
行
し
ま
す

白門三八会第17回総会（上野東天紅にて）

村松一座の「日本の民謡訪ね歩き唄」は大好評

今号の主な内容
・来年は中央大学卒業
50年です …………………２面

・海岸には大震災の痕も
三八会旅コース ……………３面

・第17回定時総会議案 ……５面
・叙勲受章
おめでとうございます ……７面

・三八会員の日々 ……………８面
・総会欠席者からの一言 …14面
・菊地健三君、室町明君が
優勝・三八会ゴルフ会 …15面

・山本夫妻が断トツの1、2位
15回三八会麻雀大会 ……15面

第31号

武田幹雄・山口義夫
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会
員
の
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
、
平
成
24
年
度
の
定
時
総
会

は
同
封
の
総
会
議
事
案
内
の
通
り
４

月
21
日
に
無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

ご
都
合
で
総
会
不
参
加
の
会
員
各
位

も
活
動
内
容
を
宜
し
く
ご
承
知
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。２

０
１
１
年
３
月
11
日
に
日
本
中

を
震
撼
さ
せ
た
「
東
日
本
大
震
災
」

「
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子
力
発
電

所
の
事
故
発
生
」
か
ら
早
く
も
１
年

を
経
過
し
ま
し
た
。

三
八
会
会
員
の
中
で
今
回
直
接
被

災
に
会
わ
れ
た
方
の
報
告
は
頂
い
て

い
ま
せ
ん
が
、
同
期
生
、
出
身
地
、

縁
者
で
こ
の
災
害
に
会
わ
れ
た
方
は

多
数
に
上
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

母
校
中
央
大
学
に
は
被
災
地
区
か

ら
の
進
学
者
も
多
数
お
り
、
在
校
生

や
新
入
生
に
対
す
る
支
援
体
制
が
急

が
れ
て
い
ま
す
。

授
業
料
免
除
、
奨
学
金
な
ど
で
、

当
面
年
間
４
・
５
億
円
と
な
る
経
済

支
援
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

三
八
会
会
員
に
は
創
立
１
２
５
周

年
記
念
募
金
を
通
じ
た
学
生
・
大
学

院
生
へ
の
経
済
支
援
の
募
金
協
力
を

戴
い
て
お
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ら
に
中
央
大
学
は
今
後

と
も
学
生
へ
の
支
援
を
続
け
て
行
く

必
要
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
各
位
に

は
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
も
の
で

す
。前

述
の
通
り
学
員
に
も
被
災
さ
れ

た
会
員
が
多
数
お
り
、
被
災
学
員
２

１
４
名
の
方
に
昨
年
12
月
に
見
舞
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
三
八
会
も
こ
の

見
舞
金
の
一
部
を
負
担
し
協
力
し
ま

し
た
。

ご
承
知
の
通
り
阪
神
淡
路
大
震
災

に
比
較
し
今
回
の
東
日
本
大
震
災
は

被
災
地
域
が
広
範
で
あ
り
、
ま
た
原

子
力
発
電
所
の
事
故
が
相
俟
っ
て
い

る
の
で
、
解
決
に
一
層
の
困
難
さ
が

伴
い
被
災
の
復
旧
・
復
興
に
は
、
な

お
多
大
な
時
間
と
費
用
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。

中
央
大
学
で
は
去
る
１
月
14
日
に

「
白
門
の
集
い
―
東
日
本
大
震
災
か

ら
の
復
興
を
祈
念
し
て
」
と
題
し
学

員
・
学
生
が
集
い
、
こ
の
度
の
大
震

災
の
鎮
魂
と
新
た
な
年
度
に
向
か
っ

て
の
前
進
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
過
日
ア
メ
リ
カ
の
原
子

力
規
制
委
員
会
か
ら
公
表
さ
れ
た
今

回
の
原
子
力
事
故
に
つ
い
て
の
原
子

力
発
電
の
先
進
国
と
も
言
う
べ
き
ア

メ
リ
カ
国
内
の
事
故
へ
の
問
題
提
起

と
、
日
本
政
府
の
事
故
へ
の
認
識
・

対
応
の
大
き
な
ず
れ
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う

に
２
月
27
日
に
東
京
電
力
第
１
原
子

力
発
電
所
事
故
を
独
自
に
分
析
し
報

告
書
を
纏
め
た
「
福
島
原
発
事
故
独

立
検
証
委
員
会
」
に
よ
る
同
委
員
長

の
記
者
会
見
で
「
官
邸
主
導
に
よ
る

現
場
へ
の
過
剰
介
入
が
あ
っ
た
、
そ

の
大
半
は
評
価
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
」
と
政
府
の
初
動
対
応
を
厳
し
く

批
判
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
震
災
が
未
曾
有
の
も
の

で
、
日
本
で
過
去
最
大
級
の
災
害
で

あ
る
こ
と
に
原
子
力
発
電
所
の
事
故

来
年
は
中
央
大
学
卒
業
50
年
で
す

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
・
復
興
を
祈
っ
て

会
長
　
松
本
將
男

松本白門三八会会長

が
重
な
り
、
対
応
の
難
か
し
さ
を
指

し
示
し
て
い
る
と
も
言
え
ま
す
。

我
々
国
民
は
日
本
か
ら
脱
出
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
し
、
ど
の
様
に
理

解
・
対
応
す
れ
ば
良
い
か
と
思
う
。

今
後
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
政

治
・
政
府
主
導
の
対
策
推
進
が
不
可

欠
で
あ
る
が
、
３
月
12
日
（
火
）
の

日
本
経
済
新
聞
で
北
岡
伸
一
東
京
大

学
教
授
が
「
受
動
的
な
無
責
任
」
を

改
め
よ
と
論
じ
て
い
る
。

そ
の
文
中
で
の
最
後
に
石
橋
湛
山

が
大
正
12
年
10
月
に
「
精
神
の
振
興

と
は
」
で
「
亡
び
行
く
国
民
な
ら
知

ら
ぬ
こ
と
、
い
や
し
く
も
伸
び
る
力

を
持
つ
国
民
が
、
こ
の
位
の
災
害
で

意
気
阻
喪
し
て
は
た
ま
る
も
の
で
な

い
。
心
配
は
む
し
ろ
無
用
だ
」
の
論

を
紹
介
し
て
い
る
、参
考
に
し
た
い
。

関
東
大
震
災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
を

乗
り
越
え
、
第
二
次
大
戦
後
の
あ
れ

だ
け
荒
廃
し
た
日
本
を
、
世
界
で
も

最
も
豊
か
な
社
会
に
創
り
上
げ
て
き

た
、
日
本
人
の
叡
智
と
創
造
力
を
も

っ
て
日
本
を
一
日
も
早
く
復
興
出
来

る
よ
う
お
互
い
に
力
を
合
わ
せ
て
前

進
し
た
い
。

創
立
１
２
５
周
年
記
念
募
金

協
力
へ
の
お
礼

母
校
の
１
２
５
周
年
記
念
募
金
活

動
は
10
年
前
に
募
金
目
標
額
１
０
０

億
円
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
、
募

金
申
し
込
み
の
最
終
結
果
は
６
４
億

３
４
百
万
円
で
し
た
。
記
念
行
事
は

一
昨
年
の
11
月
の
記
念
式
典
等
や
そ

れ
以
前
の
「
炎
の
塔
」
な
ど
一
連
の

建
設
工
事
等
は
予
定
通
り
終
了
し
ま

し
た
。
当
三
八
会
で
は
募
金
推
進
委

員
会
を
設
け
久
保
雅
孝
委
員
長
、
三

船
巧
副
委
員
長
が
夫
々
就
任
し
て
募

金
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
当

初
、
目
標
を
２
０
百
万
円
と
し
た
が

こ
れ
を
達
成
し
た
後
、
目
標
額
を
２

５
百
万
円
に
増
額
修
正
さ
せ
て
戴
き

ま
し
た
。
こ
の
目
標
額
は
、
会
員
１

３
１
名
１
法
人
１
団
体
に
よ
る
協
力

を
受
け
本
年
１
月
末
で
２
５
百
５
９

２
千
円
と
な
り
、
お
蔭
様
で
達
成
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
各
位

の
母
校
を
思
う
熱
意
に
改
め
て
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
10
年
間

の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。卒

業
50
年
を
記
念
し
た
祝
賀
　

会
の
開
催
に
つ
い
て

年
月
の
経
つ
の
は
早
い
も
の
で

す
、
先
人
が
「
光
陰
矢
の
如
し
」
と

述
べ
て
お
り
ま
す
が
我
々
三
八
会
会

員
に
と
っ
て
当
に
現
実
で
す
。
昭
和

諒
に
昭
和
38
年
３
月
に
中
央
大
学
を

卒
業
し
た
私
共
は
来
る
平
成
25
年
に

卒
業
50
年
を
迎
え
ま
す
。

入
学
時
、
周
囲
４
辺
を
囲
む
飾
り

気
の
無
い
校
舎
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

固
め
ら
れ
た
中
庭
、
様
々
な
歴
史
の

中
で
そ
の
１
ペ
ー
ジ
に
舞
台
を
提
供

し
て
き
た
大
講
堂
、
何
時
も
座
席
の

確
保
が
難
し
い
図
書
館
、
地
下
の
食

堂
、
大
教
室
で
の
授
業
を
受
け
た
こ

と
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
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た
仲
居
の
大
部
分
は
他
の
地
域
に
行

き
、
未
だ
に
帰
っ
て
来
て
い
な
い
と

い
う
。
当
施
設
の
経
営
者
は
、
白
門

の
同
窓
で
、
私
達
よ
り
４
年
後
輩
の

斉
藤
氏
が
社
長
で
、
宴
席
に
挨
拶
に

来
た
の
は
専
務
の
坂
元
さ
ん
。
大
震

災
以
来
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と

話
し
て
く
れ
た
。

施
設
内
の
ビ
ー
チ
シ
ア
タ
ー
は
１

０
０
０
人
が
入
れ
る
席
が
あ
り
、
舞

台
の
乙
女
の
笑
顔
と
ダ
ン
ス
が
良
く

合
う
。
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
日
本
へ
持
っ

て
き
た
発
生
の
地
だ
そ
う
で
、
ハ
ワ

イ
か
ら
は
世
界
の
民
族
踊
り
と
し
て

取
り
入
れ
、
他
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
風
の
踊
り
な
ど
も
あ
っ
た
と
い

う
。
大
浴
場
が
三
ヶ
所
あ
り
、
露
天

風
呂
は
サ
ウ
ナ
付
き
で
ギ
ネ
ス
ブ
ッ

ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

翌
29
日
朝
か
ら
雨
が
降
り
、
関
西

で
は
梅
雨
に
入
っ
た
と
か
。
Ｔ
Ｖ
で

は
サ
ッ
カ
ー
が
ヨ
ル
ダ
ン
に
大
勝

し
、
皆
の
会
話
も
弾
ん
だ
。
そ
の
後

西
田
君
の
運
転
で
、
松
本
、
久
保
、

私
の
４
人
が
見
学
に
伺
っ
た
の
は
、

美
空
ひ
ば
り
記
念
碑
の
あ
る
塩
屋
埼

灯
台
。
こ
の
碑
が
あ
る
高
さ
は
海
か

ら
16
〜
18
ｍ
あ
り
、眺
望
も
い
い
が
、

震
災
の
時
こ
の
碑
も
海
水
下
１
ｍ
に

な
っ
た
と
言
う
。
ひ
ば
り
の
「
み
だ

れ
髪
」
が
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
歌

が
流
れ
る
。
未
曾
有
の
事
と
は
言
え

白
門
三
八
会
の
平
成
24
年
度
最
初

の
事
業
と
し
て
、
６
月
９
日
に
福
島

県
の
常
盤
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
へ
向
か

う
。
東
京
メ
ン
バ
ー
は
、
新
宿
か
ら

宿
の
送
迎
バ
ス
を
利
用
。
千
葉
組
は

車
で
直
接
向
か
う
と
い
う
こ
と
で
、

昼
過
ぎ
に
到
着
。
こ
の
地
域
は
３
・

11
関
連
の
大
地
震
と
海
岸
周
辺
は
大

津
波
の
被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
。
更

に
は
福
島
原
発
事
故
の
放
射
能
被
害

な
ど
が
重
な
り
、
あ
れ
か
ら
１
年
３

ヶ
月
経
過
の
今
も
、
復
興
は
も
と
よ

り
復
旧
も
さ
れ
て
い
な
い
か
に
見
え

る
。
現
地
で
は
こ
の
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

で
も
宿
の
仲
居
は
20
組
の
宴
会
に
２

人
で
担
当
し
て
い
る
と
か
、
以
前
い

さ
れ
ま
す
。

４
年
間
の
学
生
時
代
、
様
々
な
こ

と
を
学
び
習
得
し
、
そ
れ
を
糧
に
未

来
へ
の
夢
を
追
い
か
け
る
時
代
を
提

供
し
て
く
れ
る
学
び
舎
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
当
時
は
日
米
安
保
条
約
改
定

締
結
に
対
し
、
日
本
中
が
揺
れ
動
い

た
時
期
で
も
あ
り
、
学
業
を
中
断
し

条
約
締
結
反
対
へ
の
デ
モ
行
動
に
参

加
し
、
権
力
へ
の
対
抗
す
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
合
わ
せ
持
っ
た
青
春
時
代
で

も
あ
っ
た
。

卒
業
の
翌
昭
和
39
年
に
は
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
太
平
洋

戦
争
の
後
遺
症
へ
の
決
別
と
そ
の
後

の
日
本
経
済
の
飛
躍
と
高
度
成
長
時

代
を
迎
え
た
。

激
動
す
る
世
界
の
中
で
、
日
本
の

経
済
成
長
や
社
会
の
発
展
に
夫
々
の

分
野
で
貢
献
・
尽
力
を
し
て
き
た
会

員
も
多
く
お
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。卒

業
当
時
、
１
ド
ル
換
算
３
６
０

円
の
外
貨
持
ち
出
し
制
限
が
５
０
０

ド
ル
と
い
う
厳
し
い
環
境
が
、
今
日

の
よ
う
に
様
変
わ
り
す
る
こ
と
を
見

て
も
、
時
代
の
変
化
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
す
。

エ
ボ
ラ
・
г
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
著
の

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
」
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
り
日
本

が
世
界
の
中
で
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
認

め
ら
れ
る
存
在
に
な
っ
た
こ
と
心
を

強
く
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

50
年
前
、
自
動
車
・
電
機
を
始
め

様
々
の
工
業
製
品
で
ア
メ
リ
カ
・
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
凌
駕
す
る
工
業
国
と
し

て
世
界
最
大
の
外
貨
保
有
国
と
な
る

こ
と
な
ど
予
想
も
し
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
近
年
で
は
世
界
中
で
電

化
製
品
や
自
動
車
等
で
、
韓
国
や
中

国
に
日
本
の
地
位
が
脅
か
さ
れ
て
い

ま
す
。

ア
メ
リ
カ
と
ソ
連
の
対
立
し
た
冷

戦
構
造
の
解
消
、
ソ
連
邦
の
解
体
、

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
国
々
の

台
頭
な
ど
世
界
地
図
も
こ
の
50
年
の

間
に
多
種
・
多
様
に
大
き
な
変
化
を

遂
げ
て
来
て
い
ま
す
。

更
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

は
世
界
と
わ
が
国
の
の
時
間
差
を
な

く
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
常
々
我
々
の
世
代
は
20
世

紀
の
事
象
を
21
世
紀
の
世
代
に
受
け

継
ぎ
そ
れ
を
伝
え
る
役
割
を
担
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
会
員
各
位
の
思
い
は
如
何
で
し

ょ
う
か
。

こ
の
た
び
、
昭
和
38
年
に
中
央
大

学
を
卒
業
し
た
こ
と
を
記
念
し
、
祝

賀
会
を
下
記
の
通
り
開
催
す
る
こ
と

を
計
画
致
し
ま
し
た
。

大
学
時
代
や
卒
業
後
50
年
間
の

夫
々
の
往
事
を
思
い
、
お
互
い
の
健

康
を
祝
す
会
と
な
る
こ
と
を
祈
っ
て

お
り
ま
す
。
ゼ
ミ
、
ク
ラ
ス
、
サ
ー

ク
ル
等
の
友
人
を
誘
い
あ
っ
て
参
加

し
て
下
さ
い
、
我
々
の
年
齢
を
考
え

る
と
同
期
の
友
人
で
多
数
同
時
に
会

合
で
き
る
機
会
こ
れ
か
ら
多
く
な
い

と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ご
夫
妻
で
の
参
加
も
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
後
日
、
別

途
ご
案
内
を
致
し
ま
す
。

以
上

記

昭
和
38
年
中
央
大
学
卒
業
50
年
を

祝
う
会

日
時
　
平
成
25
年
４
月
20
日
（
土
）

総
会
　
14
時
か
ら

記
念
パ
ー
テ
イ
　
16
時
か
ら

場
所
　
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

（
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
　
新
宿
駅

西
口
か
ら
徒
歩
）

白門三八会
旅コース

誰
も
が
し
ば
し
思
案
を
し
た
。

次
な
る
は
小
名
浜
、
こ
の
地
に
来

る
ま
で
の
海
岸
線
は
、
住
宅
、
工
場

等
、
大
津
波
に
飲
ま
れ
て
無
残
な
状

況
と
い
う
し
か
な
い
。
自
然
現
象
の

力
は
、
お
よ
そ
人
間
の
想
像
を
超
え

て
お
り
、
生
き
る
運
命
と
か
古
代
か

ら
の
歴
史
を
重
ん
ず
る
こ
と
の
大
切

さ
を
感
じ
る
。
脳
裏
の
整
理
が
付
か

ぬ
間
に
、
海
岸
に
あ
る
六
角
堂
に
太

平
洋
の
白
波
が
砕
け
散
る
。
海
の
波

音
と
、
木
々
の
枝
葉
の
音
は
「
ヒ
ー

リ
ン
グ
」
音
楽
と
な
る
。
二
日
間
の

多
様
な
見
学
が
、
苦
楽
の
考
察
路
と

な
っ
た
。

（
事
業
部
　
宮
澤
公
廣
）

地震・津波の被害も見学

海岸には大震災の痕も
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場所　新国立劇場・オペラパレス
演目　藤原歌劇団公演　ベッリーニ作曲「夢遊病の女」
担当者　松本將男会長 ＴＥＬ042-487-8540

オペラ鑑賞後　懇親会を開催する予定です。
◇第34回白門三八会春秋ゴルフ会
日時　平成24年10月25日（木）
場所　未定
担当者　宮澤公廣事業部長 ＴＥＬ042-524-3232
◇第17回白門三八会懇親麻雀大会
日時　平成25年２月16日（土） 11：45～16：00

場所　麻雀クラブ「路」（神田淡路町）
担当者　川瀬信一郎事業部副部長 ＴＥＬ045-423-9068
◇第２回白門三八会懇親カラオケ会
日時　未定（平成25年２～３月中に開催の予定）
場所　未定
担当者　宮澤公廣事業部長 ＴＥＬ042-524-3232

（２）総務部
◇第17回（平成24年度）定時総会・懇親会
日時　平成24年４月21日（土）15時開会
場所　上野「東天紅」４階「飛鳥の間」
定時総会　議案：平成23年度事業報告、同収支決算報告及び
監査報告
平成24年度事業計画案、同収支予算案、役員改選案
卒業50周年記念祝賀行事開催について
時間：15：00～16：20

懇親会　時間：16：30～19：00

アトラクションとして村松一座が出演されます。
担当者　武田幹雄総務部長 ＴＥＬ042-369-3676
※今年度は講演会は休止と致します。
◇白門三八会・会報の発行
第31号会報（24年７月下旬発行予定）
担当者　山口義夫総務部副部長 ＴＥＬ043-432-0130
◇卒業50周年記念誌発行の準備作業の遂行
原稿の作成依頼、回収、印刷所の決定等
担当者　武田幹雄総務部長 ＴＥＬ042-369-3676
◇「中央大学に学ぶ留学生と学員との国際交流の集い」への
参加
※昨年度は東日本大震災のため中止となり、今年度も開催が
見送られる予定です。
◇中央大学ホームカミングデイー」への参加
昨年度は東日本大震災のため中止となりましたが、今年度は
下記の通り実施されます。会場に白門三八会の会食・懇談の
席を設定しますので、ご家族お誘いのうえ、ご参加下さい。
改めて会報等で集合時間、集合場所等をご案内致します。
日時　平成24年10月28日（日）
場所　中央大学多摩キャンパス
担当者　椎名薫総務部副部長 ＴＥＬ047-379-8008
◇学員会・新設年次支部「白連2013」設立総会に参加
松本会長の他幹事数名が参加の予定。日時・場所は未定
担当者　武田幹雄総務部長 ＴＥＬ042-369-3676
◇中央大学・学生の東日本大震災へのボランテイア活動に対
する支援として白門三八会から、５万円を拠出したいと思い
ます。

（３）会員部
◇会員の増強策
会員の個別勧誘による増強運動の継続。ここ数年、入会会員
は減少傾向にあり、既会員の紹介が有力な方法となっており、
本年も会報発行時、定時総会時などに既会員による紹介を重
視したい。卒業50周年記念祝賀式典の案内状送付の際、入会
申込書を同封する。
◇会員名簿
会員名簿の適宜修正、変更を実施。また、適宜会員名簿の補
遺版を発行
◇卒業50周年記念会員名簿発行の為の準備作業

平成25年４月発行を目途に準備作業を遂行する。（24年７月
発行の会報の送付時に名簿の改定、修正連絡書類を同封する）
◇卒業50周年記念祝賀事業への参加

（４）会計・法律相談部
白門三八会・学員活動運営規則に則り、税務、会計また民事
刑事等の法律問題について相談に応じますので、会員各位の
ご利用をお待ちしております。

（５）幹事会
平成24年度の幹事会は下記の通り駿河台記念館にて、毎月第
二木曜日に行われる予定です。なお、８月は夏休みとし、12

月は忘年会を兼ねて、別の場所（未定）にて開催します。
第４号議案　平成24年度収支予算案

別紙の通り。
第５号議案　卒業50周年記念祝賀事業実施の件

平成25年（2013年）に卒業50周年を迎えますので下記の通
り「昭和38年中央大学卒業50周年記念祝賀事業」を実施した
いと思います。

1. 卒業50周年祝賀行事業の概要
◇卒業50周年記念祝賀式典・パーテイー開催
日時　平成50年４月20日（土）
・第18回三八会定時総会：14：00～16：00

・祝賀式典・パーテイー：16：00～18：00

場所　新宿・京王プラザホテル
・第18回三八会定時総会：47階「あけぼの」
・祝賀式典・パーテイー：４階「錦」
控室：４階「みずき」

＊祝賀パーテイーには三八会会員のほか、昭和38年３月卒業
者で、住所が判明している方全員に開催案内状を送付します。
＊祝賀パーテイー出席者数の目標は同伴の夫人を含め150名
以上とします。
◇卒業50周年記念誌の発行
＊同期生各位からの原稿応募により作成
◇卒業50周年・三八会会員名簿の発行
◇その他

2. 卒業50周年記念祝賀事業の実行体制（卒業50周年記念祝賀事業
推進委員会）
◇卒業50周年記念祝賀事業統括責任者　松本將男会長
◇卒業50周年記念祝賀式典・パーテイー実行委員会
委員長：宮澤公博事業部長　副委員長：久保雅孝幹事長、西
章相談部長
◇卒業50周年記念誌発行実行委員会　委員長：武田幹雄総務
部長
◇卒業50周年記念三八会会員名簿発行実行委員会
委員長：町田武会員部長
◇卒業50周年記念祝賀事業募金委員会　
委員長：三船巧事務局長、副委員長：宮澤公廣、武田幹雄、
町田武、西章、久保雅孝

3. 卒業50周年記念祝賀事業実行予算（概算）
◇祝賀式典・パーテイ費用　２百万円
◇記念誌発行費用　　　　　１百万円
◇会員名簿発行費用　　　　　50万円
◇その他の費用　　　　　　　50万円　　　　合計４百万円

4. 卒業50周年記念祝賀事業資金調達について
◇協賛金（記念誌等での芳名顕彰・広告） ２百万円

１ページ表記：10万円以上
１/２ページ表記： ５万円
名刺大表記　：　　１万円

◇祝賀式典・パーテイ出席者会費　150万円
◇三八会会費　　　　　　　　　　 50万円　 合計４百万円
｠

第６号議案　　役員改選案
※中央大学学員会白門三八会役員については、６ページを参照

白門三八会会報2012年（平成24年）７月19日 第31号（4）



第17回（平成24年度） 白門三八会定時総会　議案
平成24年４月21日（土）

●第１号議案　平成23年度事業実績報告
（１）事業部

◇第31回白門三八会春秋ゴルフ会　５月26日（木）
於：桜ケ丘カントリークラブ（東京都多摩市）
優勝者　西　章君　　参加者：12名
◇白門三八会平成23年度オペラ観賞会
９月９日（金）11日（日）於：新国立劇場
演目　藤原歌劇団公演「セヴィリアの理髪師」
参加者：９名
◇第32回白門三八会春秋ゴルフ会　10月28日（金）
於：千葉カントリークラブ（川間コース）（千葉県野田市）
優勝者　菊池健三君　参加者：９名
◇第15回白門三八会懇親麻雀大会　２月18日（土）
於：麻雀クラブ「路」（神田淡路町）
優勝者　山本英喜君　参加者：22名

（２）総務部
◇第16回（平成23年度）白門三八会定時総会・講演会及び
懇親会
日時　平成23年４月23日（土）15時～20時
場所　上野「東天紅」４階「飛鳥の間」参加者：40名
平成22年度事業報告、収支決算報告及び監査報告
平成23年度事業計画案、収支予算案、役員補充案
講演会　講師　医学ジャーナリスト　松井宏夫氏
演題「最新医療の先進医療を知る」
懇親会　3/11の東日本大震災に鑑み、三八会会員で開催
花柳光朋美師匠の舞と「中央大学源流記憶そして未来へ」
を上映
◇白門三八会会報の発行
第30号　平成23年７月21日発行（18頁）
平成23年度から会報の発行は年１回となりました。紙面を
一新し、ページ数も増やし、内容も充実したものにして参り
ます。
◇第23回「中央大学に学ぶ留学生と学員との国際交流の集い」
へ参加。
東日本大震災に鑑み、23年度のこの集いは中止となりまし
た。
◇第21回「中央大学ホームカミングデイー」への参加。
この催事も東日本大震災に鑑み、23年度は中止となりまし
た。
◇学員会・新設年次支部「白連会2012」設立総会に参加
日時　平成24年３月23日（金）17：00～
場所　京王プラザホテル　南館５階「エミネンスホール」
松本会長ほか幹事１名が参加
◇東日本大震災に対する白門三八会の義捐金について
23年度定時総会の承認を得て、三八会として下記の義捐金を
拠出しました。
＊「中央大学学員会東北北関東大震災救援募金口」宛

50,000円
＊被災地の中央大学学生への経済的支援に資する「125周年
記念募金の在学生・大学院生への財政支援口」宛

50,342円
（３）会員部

◇現在会員数　482名（平成24年２月末現在）
◇平成23年度新規入会者
下山田聰明君（法）平成24年３月９日入会（紹介者・松本將
男君）
◇平成23年度退会者
藤谷浩司君（法）平成24年１月24日退会
神田豊夫君（経）平成24年２月２日退会
◇物故者
平林弘吉君（文）平成23年７月17日ご逝去

須田敬佑君（商）平成23年11月25日ご逝去
吉田暉尚君（法）平成23年12月29日ご逝去
◇実施した会員部の活動
＊三八会会報の発行時、定時総会時に会員への個別紹介
を要請

＊会員名簿の適宜修正、会員名簿補遺版の適宜作成
＊卒業50周年記念事業の企画への参加

（４）会計・法律相談部
会員から法律問題、税務・会計に関する相談があり、会員の
弁護士、会計士を紹介した。

（５）中央大学創立125周年記念事業募金推進委員会
◇第９回定時総会（平成16年４月開催）に於いて承認を頂き、
125周年記念事業募金に協力するため、三八会に募金推進委
員会を設置し、委員長に久保幹事長、副委員長に三船事務局
長を任命し、募金の推進を図ることとしました。
◇三八会の募金の最終目標額を２５百万円とし、役員に対し、
幹事は３口以上、副部長は４口以上、部長は５口以上の募金
に協力されるようお願いをしました。
◇この125周年記念事業募金は平成24年３月末を以て、終了
致しました。お陰様で、多くの会員のご協力により、三八会
の募金額は２５，５９２，４６２円（131名１社１団体）
（平成23年12月31日現在）となり目標額を達成することが出
来ました。ご協力を頂いた会員の皆様に、この場をお借りし
て心から感謝申し上げます。然しながら、募金全体の申込額
は目標の100億円に対し61億５千万円と遺憾ながら未達成に
終わりました。

（６）三八会卒業50周年記念祝賀事業の準備
平成25年（2013年）に我々は卒業50周年を迎えます。そこで、
「昭和38年中央大学卒業50周年記念祝賀事業」を本日提案の
第５号議案の通り、実施することと致したいと思います。

（７）幹事会
幹事会は原則毎月第二木曜日に中央大学駿河台記念館７階の
715号室又は談話室で18時から開催され、終了後（19時から
20時頃）同館１階のレストラン「プリオール」で懇親会を開
催しております。幹事以外の一般の会員の方も気軽にご参加
下さい。平成23年度の幹事会は８月を除き、毎月第三木曜日
に駿河台記念館にて開催しました。なお、12月８日はグラン
ドアーク半蔵門にて忘年会を開催しました。

●第２号議案　平成23年度収支決算報告及び監査報告
別紙の通り。

●第３号議案　平成24年度事業計画案　
（１）事業部

◇第33回白門三八会春秋ゴルフ会
日時　　平成24年５月17日（木）
場所　　飯能ゴルフクラブ（埼玉県飯能市）
担当者　宮澤公廣事業部長 ＴＥＬ042-524-3232
◇第３回白門三八会懇親旅行（初回の札幌、２回目の名古屋
に引き続き３回目）
日時　平成24年６月８日（金）～９日（土）
所　スパ　リゾート　ハワイアンズ（福島県いわき市）
担当者　宮澤公廣事業部長 ＴＥＬ042-524-3232
◇第16回白門三八会懇親麻雀大会（今年度から好評につき、
年２回開催とします）
日時　平成24年８月25日（土）11：45～16：00

場所　麻雀クラブ「路」（神田淡路町）
担当者　川瀬信一郎事業部副部長 ＴＥＬ045-423-9068
◇第１回白門三八会懇親カラオケ会（今年度からの初めての
行事）
日時　未定（平成24年９月中に開催の予定）
場所　未定
担当者　宮澤公廣事業部長 ＴＥＬ042-524-3232
◇白門三八会平成24年度オペラ鑑賞会
日時　平成24年９月９日（日）
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●中央大学学員会白門三八会役員　平成24年４月21日

会　長　松本將男（経）
副会長　宮澤公廣（経）武田幹雄（商）町田　武（法）

西　　章（経）
幹事長　久保雅孝（法）
事務局　局長　三船　巧（経）

片山隆之（商）沢山良一（商）
事業部　部長　宮澤公廣（経）副部長　川瀬信一郎（理工）

西田茂登美（商）
五十嵐勇（法）小川哲英（商）小野口昇一（理工）
墨　林衛（法）住吉　陽（理工）芹澤清二（経）
田中　譲（法）藤井政男（法）柳平啓明（法）
渡辺金哉（法）

総務部　部長　武田幹雄（商）副部長　椎名　薫（法）
山口義夫（商）
安藤誠邦（商）家村輝昭（法）大西雅和（理工）
金井重博（商）紙谷みえ子（文）近藤駿一（法）

清水良男（経）伴　忠彦（商）堀　貞則（法）
宮澤　誠（商）

会員部　部長　町田　武（法）副部長　久保田昌夫（商）
野村六彦（経）
石川昭治（法）大隈正道（法）黒澤功記（法）
後藤全弘（商）佐藤悳哉（法）佐藤裕美（法）
鈴木紀元（文）忠海弘一（法）寺田　貢（経）
松本　孝（商）村奈嘉与一（理工）若宮正英（商）
渡辺長武（経）

相談部　部長　西　章（経）
板倉　章（文）荻野八郎（商）佐々木英雄（法）
佐野義矩（商）松本 彦（法）八木健吉（法）

監事　　芥川　基（法）近藤和英（商）｠

会員部からのお知らせ
昭和38年卒業で入会希望の方がありましたら、お知らせ下さい。
白門三八会のお誘いの案内をお出しします。
〒341-0058 埼玉県三郷市彦江１-112
町田　武
メール　machida@sda-a.com TEL・FAX 048-952-1338

金　　額 項　　目 記　　　　　　　　　事 

前期繰越金 

（収入の部） 

　入会金収入 

　年会費収入 

　総会費収入 

　寄　附　金 

　受取　利息 

　雑収入（広告） 

　　　計 

（支出の部） 
 

 
　総会懇親会関係 

 

 
　事 務 局　関係 

　事 業 部　関係 

 

 
　総 務 部　関係 

 

 
　会 員 部　関係 

　会計法律　関係 

　　　計 

次期繰越金 

３，４２０，８４３

１０，０００

１６０，０００

５６０，０００

０

５００

１６５，０００

８９５，５００

 

 
５３６，０００

 

 
１２２，０００

１０，０００

 

 
８６０，０００ 

３７，０００

１０，０００

１，５７５，０００

２，７４１，３４３

新規加入　10名×　＠1,000 

（既会員30名＋新規10名）×＠4,000 

（出席予定者43名＋来賓13名）×＠10,000 

 

 

会報広告料 

 

 

総会案内　20,000、 

出演料　60,000、 

宴会費　364,000、 

来賓土産　42,000、他　50,000 

義援金　50,000、 

広告代　30,000、他　42,000 

 

50周年事業　500,000、 

会報発行　200,000、

他支部出席　13×5,000、 

発送費等　95,000 

名簿メンテナンス　32,000、 

通信費　5,000

項　目 ・収支予算Ａ ・決算実績Ｂ ・差引額Ｃ＝Ｂ－Ａ 

３，５４２，５８６ 

 

２，０００ 

１２８，０００ 

４００，０００ 

０ 

６００ 

 

５３０，６００ 

 

４１０，０００ 

１２５，０００ 

１０，０００ 

２９０，０００ 

３７，０００ 

１０，０００ 

８８２，０００ 

３，１９１，１８６ 

 

２，７６７，８４３ 

６５３，０００ 

３，４２０，８４３ 

前期繰越金 

（収入の部） 

　入会金収入 

　年会費収入 

　総会会費収入 

　寄　付　金 

　受取　利息 

　雑収入（広告） 

　　　　計 

（支出の部） 

　総会懇親会関係 

　事 務 局　関係 

　事 業 部　関係 

　総 務 部　関係 

　会 員 部　関係 

　会計法律　関係 

　　　　計 

次期繰越金 

　（繰越金資産） 

　普通預金 

　当座預金 

　　　　計 

３，５４２，５８６ 

 

１，０００ 

１８４，０００ 

３５０，０００ 

１１０，４５０ 

４９８ 

１６５，０００ 

８１０，９４８ 

 

３９２，０３７ 

１１９，０３２ 

０ 

３９０，１２２ 

３１，５００ 

０ 

９３２，６９１ 

３，４２０，８４３ 

０ 

 

－１，０００ 

５６，０００ 

－５０，０００ 

１１０，４５０ 

－１０２ 

１６５，０００ 

２８０，３４８ 

 

－１７，９６３ 

－５，９６８ 

－１０，０００ 

１００，１２２ 

－５，５００ 

－１０，０００ 

５０，６９１ 

２２９，６５７ 

自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日　　　　　　　　　単位：円 単位：円 

三井住友銀行神田支店 

ゆうちょ銀行 

会計監査報告書

　白門三八会会則第8条（３）により、平成23年度（平成23年4月1日～平成24年 

3月31日）収支決算書（案）に基づき、帳簿及び関係書類を監査したところいず 

れも正確であることを認めます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成24年４月19日 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監事　　芥川　　基（印） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会計監事　　近藤　和英（印）

平成24年度白門三八会収支予算書 平成23年度白門三八会収支決算書 
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平
成
23
年
秋
の
叙
勲
で
三
八
会
会

員
熊
本
哲
之
氏
が
旭
日
中
綬
章
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
氏
は
法
学
部
政
治
学
科
の
卒

業
で
都
議
会
議
員
を
永
く
勤
め
、
そ

の
間
都
議
会
議
長
も
経
験
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
後
世
田
谷
区
長
と
し
て

も
地
方
自
治
の
発
展
・
振
興
に
努
め

た
業
績
を
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

名
誉
あ
る
受
賞
に
、
会
員
各
位
と

と
も
に
祝
意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。三

八
会
か
ら
は
会
の
規
定
に
基
き

お
祝
い
品
を
贈
呈
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
平
成
23
年
春
・
秋
に
は
、

会
員
以
外
で
も
下
記
の
昭
和
38
年
卒

業
の
各
氏
が
、
夫
々
綬
賞
を
受
け
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

お
蔭
様
の
「
旭
日
中
綬
章
」
を
受
賞

熊
本
哲
之

平
成
23
年
秋
の
叙
勲
で
図
ら
ず
も

「
旭
日
中
綬
章
」
受
賞
の
栄
誉
に
浴

し
ま
し
た
。
偏
に
永
年
に
亘
り
私
を

ご
指
導
ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
方
の
お
蔭
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

昭
和
31
年
郷
里
広
島
県
出
身
の
賀

屋
熾
興
宣
先
生
の
衆
議
院
議
員
選
挙

出
馬
の
ス
ッ
タ
フ
の
一
員
に
加
え
て

い
た
だ
き
ま
し
こ
と
が
私
の
政
治
に

関
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
第
１
歩
で
し

た
。昭

和
52
年
に
都
議
会
議
員
に
当
選

し
、
以
来
６
期
連
続
で
当
選
、
そ
の

間
平
成
７
年
東
京
都
議
会
議
長
に
も

就
任
致
し
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
世
田
谷
区
長
に
当
選

し
、
２
期
８
年
間
努
め
、
昨
年
年
齢

的
に
も
体
力
的
に
も
限
界
を
感
じ
、

区
長
を
勇
退
致
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
東
京
都
で
は
中
央
集
権

型
行
政
シ
ス
テ
ム
改
革
に
向
け
、
地

方
分
権
一
括
法
案
の
制
定
。
ロ
ー
マ

市
と
の
友
好
都
市
締
結
。
世
田
谷
区

で
の
安
全
安
心
の
街
作
り
で
の
成
果

等
首
都
の
議
会
議
長
、
東
京
23
区
最

大
の
自
治
体
の
首
長
と
し
て
成
果
を

上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
政
治

家
冥
利
に
尽
き
る
こ
と
で
し
た
。
そ

の
間
、
深
い
感
銘
を
受
け
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
温
か
い
ご
鞭
撻
ご

指
導
等
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
こ
の
度
の

叙
勲
の
栄
誉
を
穢
す
こ
と
無
い
よ
う

精
進
に
努
め
る
所
存
で
す
。

白
門
三
八
会
会
員
の
皆
様
に
、
こ

の
章
を
お
借
り
し
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
益
々
の
充
実
発
展

と
ご
健
勝
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

｠＊
熊
本
氏
以
外
の
受
章
者
（
中
綬
賞

以
上
）（
敬
称
略
）

春
の
叙
勲

谷
岡
武
教
　
　
　
　
瑞
宝
中
綬
章

元
山
口
家
裁
所
長

秋
の
叙
勲

坂
元
洋
太
郎
　
　
　
旭
日
中
綬
賞

元
日
弁
連
副
会
長

平
松
　
掟
　
　
　
　
旭
日
中
綬
賞

元
日
弁
連
副
会
長

玉
井
直
仁
　
　
　
　
瑞
宝
中
綬
賞

元
水
戸
地
検
検
事
正

綿
屋
滋
二
　
　
　
　
瑞
宝
中
綬
賞

元
山
口
県
副
知
事

金
森
義
弘
氏
が

瑞
宝
中
綬
賞
を
受
賞

平
成
24
年
春
の
生
存
者
叙
勲
で
金

森
義
弘
氏
が
瑞
宝
中
綬
賞
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
永
年
地
方
自
治
の
発
展

に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
て
の

褒
章
と
な
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

金
森
氏
は
山
形
県
副
知
事
を
務
め

ら
れ
た
の
ち
も
、
山
形
県
体
育
協
会

会
長
、
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
代
表

等
と
し
て
山
形
県
の
発
展
、
県
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
活
躍
中
で
す
。

三
八
会
と
し
て
も
、
会
員
一
同
と

と
も
に
今
回
の
受
賞
に
祝
意
を
表
し

た
い
と
思
い
こ
こ
に
掲
載
し
、
報
告

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
三
八
会
の
会

則
に
よ
り
お
祝
い
を
致
し
て
お
り
ま

す
。

＊
三
八
会
会
員
以
外
の
受
章
者

武
田
茂
夫
　
　
　
　
瑞
宝
中
綬
章

昭
和
38
年
法
卒
　
元
埼
玉
県
副
知
事

朴
沢
明
男
　
　
　
　
瑞
宝
中
綬
章

昭
和
38
年
法
卒
　
元
中
部
管
区
警
察

局
長
　

｠（付
記
）

今
回
記
載
し
た
方
以
外

の
三
八
会
会
員
、
及
び
会
員
以
外
で

受
賞
さ
れ
た
方
の
情
報
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
当
方
宛
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
会
長
・
松
本
將
男
）

叙
勲
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

旭日中綬章を受章した熊本氏

熊
本
哲
之
氏
が

旭
日
中
綬
章
を
受
賞

●白門三八会を寄付母体とする
125周年記念募金個人別実績

（敬称略、順不動、平成24年３月末）

中央大学125周年記念募金については10年間に
亘る長期の募金活動に協力を戴き有難うございま
す。お蔭さまで目標の２５百万円を達成すること
が出来ました、衷心よりお礼申し上げます。
1、協力額１百万円以上
堀　貞則、松本將男、若宮正英、宮澤公廣、有富
慶二、金井重博、（株）ホリハマ。
２、協力額５００千円―１百万円以下
出口純輔、三船巧、近藤和英、武下圭介、松本
彦、池田正弘、黒澤　瀰、久保雅孝、佐治雍一、
武田幹雄、浜田建次、三井白門ＯＢ会。
３、協力額２５０千円以上―５００千円以下
田中敏男、清水良男、荻野八郎、町田　武、柳平

啓明、後藤全弘、松岡健次。
４、協力額２００千円以上―２５０千円以下
佐藤謙蔵、小野口昇一、黒澤功記、西田茂登美。
５、協力額１５０千円以上―２００千円以下
久保田昌夫、菊地健三、山口義夫、渡辺金哉。
６、協力額１００千円以下―１５０千円以下
西　章、芦田隆敏、梅本清鷹、及川　浩、及川文
雄、大橋隆之、大畑喜信、河部浩幸、小島秀俊、
斉藤斉、齋藤芳英、志津田芳正、杉山靖夫、鈴木
輝雄、徳田佳武、永島英夫、本田月男、山口豪志、
山崎善三郎、米山誠一。
７、協力額１００千円以下
小川哲英、齋藤秀紀、安藤誠邦、村上隆、鈴木康
夫、伊澤辰雄、小山裕司、宮　武彦、福原利幸、
関根　治、川野誠一郎、佐藤信昭、平山哲也、八
木健吉、細川昇三郎、大隈正道、中島康充、家村
輝昭、川瀬信一郎、山中秀彦、伴　忠彦、前田忠

孝、椎名　薫、土方秀一、山内鉄也、飯島日出男、
野村六彦、宮良信行、大沢義雄、星野紘紀、大西
雅和、奥　惠行、松本　孝、斉藤　晴、土岐旦造、
藤木　正、阿部顕一、小島敏男、片山隆之、町田
貞修、櫻井英達、山田勝幸、大石愛祐、鈴木恒臣、
池田　司、鈴木紀元、佐藤久能、清水邦男、住吉
陽、山田勝幸、林　親満、五十嵐　勇、通畑亮一、
宮川忠久、児島正文、和田　將、菅　諄郎、横山
繁、工藤一郎、工藤正剛、斉藤　熙、伊藤厳一、
吉川　章、黒田　隆、藤島道彦、猫田孝、村上
武、神田豊夫、山根敬則、小松武人、田中譲、芦
澤清二、近藤駿一、長原勝弘、星　恭雄、伊藤鉄
哉、丸山勝彦。
匿名２名、その他１名
計131名1社1団体
金額累計25,592千円

瑞宝中綬賞を受賞した金森氏
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２
０
１
２
年
３
月
７
日
、
海
部
俊

樹
元
首
相
及
び
永
井
和
之
前
学
長
ご

夫
妻
、
並
び
に
長
田
繁
氏
を
会
長
と

す
る
30
名
の
中
央
大
学
学
員
日
華
友

好
会
一
行
は
、
台
湾
の
大
学
へ
の
第

九
回
桜
贈
呈
植
樹
祭
、
並
び
に
台
湾

国
立
中
央
大
学
に
よ
る
海
部
元
首
相

へ
の
名
誉
博
士
号
授
与
式
に
参
列
の

た
め
に
、
エ
バ
ー
航
空
１
８
７
便
で

早
春
の
羽
田
国
際
空
港
を
一
路
台
北

松
山
空
港
へ
飛
び
立
っ
た
。

今
年
は
１
９
１
２
年
３
月
、
時
の

東
京
市
長
尾
崎
行
雄
が
３
０
０
０
本

の
桜
を
贈
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ポ
ト

マ
ッ
ク
河
畔
に
植
樹
さ
れ
て
か
ら

１
０
０
周
年
に
も
当
た
り
ま
す
。
旅

路
は
以
下
の
通
り
で
す
。

到
着
日
＝
国
府
記
念
堂
に
て
桜
贈

呈
植
樹
祭
。
盛
大
な
式
典
に
な
り
、

夜
は
経
済
学
部
中
川
洋
一
郎
教
授
の

ゼ
ミ
学
生
13
名
や
、
台
湾
同
学
会
会

員
（
日
本
中
央
大
学
へ
の
留
学
経
験

者
の
集
い
）
も
参
加
し
て
合
同
懇
親

の
た
め
の
夕
食
会
。

二
日
目
＝
国
立
台
湾
大
学
に
て
海

部
元
首
相
へ
の
名
誉
博
士
号
授
与
式

の
式
典
に
参
列
。
式
典
は
大
学
挙
げ

て
の
壮
大
な
式
典
に
な
り
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
パ
ト
カ
ー
に
先
導
さ
れ

た
海
部
元
首
相
の
車
を
先
頭
に
、
大

学
関
係
者
、
日
華
友
好
会
の
順
に
車

列
は
続
き
、昼
食
会
場
へ
ひ
た
走
る
。

会
場
到
着
後
、
大
学
側
と
の
合
同
懇

親
昼
食
会
。
終
了
後
は
新
幹
線
で
異

国
の
山
河
を
車
窓
か
ら
眺
望
し
つ
つ

高
雄
へ
。
高
雄
85
大
楼
展
望
台
を
見

学
後
、
龍
興
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
海
鮮

料
理
の
夕
食
会
。
食
後
は
夜
景
と
愛

河
の
川
面
の
光
を
眺
め
つ
つ
、
一
行

は
夕
闇
迫
る
ク
ル
ー
ズ
を
満
喫
し

た
。三

日
目
＝
高
雄
市
内
観
光
。（
蓮

池
譚
、
澄
清
湖
、
カ
ラ
ス
ミ
工
場
、

土
産
物
店
等
）。
昼
食
は
市
内
レ
ス

ト
ラ
ン
青
葉
新
楽
園
に
て
台
湾
創
作

料
理
を
味
わ
い
、
そ
の
後
旅
先
最
後

の
夕
べ
も
楽
し
ん
だ
。

最
終
日
＝
朝
市
見
学
。
故
宮
博
物

館
見
学
。
忠
烈
詞
等
々
盛
り
沢
山
。

昼
は
小
龍
包
の
昼
食
会
。
食
後
免
税

店
に
て
家
族
へ
の
土
産
お
買
い
物
を

楽
し
ん
だ
。

日
華
友
好
会
の
構
成
は
次
の
通

り
。会
員
は
永
井
前
学
長
ほ
か
90
名
。

会
長
に
長
田
　
繁
（
29
年
卒
）、
副

会
長
に
土
屋
頼
子
（
31
年
卒
）、
三

八
会
員
か
ら
は
、
副
会
長
に
松
本

彦
、
事
務
局
長
町
田
　
武
が
任
じ
ら

れ
、
そ
の
他
会
員
と
し
て
、
小
畑

悟
、
近
藤
和
英
、
出
口
純
輔
、
西
田

茂
登
美
、
伴
忠
彦
、
星
野
紘
紀
、
山

中
秀
彦
、
山
口
義
夫
、
松
岡
健
次
が

参
加
し
て
い
る
。

三
陸
リ
ア
ス
式
海
岸
の
美
景
は
素

晴
ら
し
い
。
３
・
11
以
後
、
被
災
地

域
を
何
度
と
な
く
伺
い
、「
が
ん
ば

れ
東
北
」
の
声
を
伝
え
て
き
た
。
そ

し
て
今
回
は
平
成
24
年
３
月
27
日
年

に
、
宮
城
県
の
気
仙
沼
復
興
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
関
係
者
か
ら
依
頼
さ
れ
、

現
地
の
若
手
経
営
者
グ
ル
ー
プ
に
、

復
興
コ
ン
セ
プ
ト
を
講
話
し
た
。

復
興
は
復
旧
と
並
行
で
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
復
興
に
何
年
も
年
数
が
か

か
る
と
市
民
は
地
元
を
離
れ
、
住
民

不
在
と
な
る
こ
と
か
ら
、
と
に
か
く

同
時
進
行
が
望
ま
し
い
。
ま
た
、
被

災
地
の
人
々
の
幸
せ
が
な
け
れ
ば
信

の
再
生
で
は
な
い
。
一
日
も
早
く
安

定
し
た
生
活
に
し
た
い
、
仕
事
も
安

心
で
き
る
状
況
に
し
た
い
と
被
災
者

が
望
ん
で
い
る
。
そ
の
点
を
踏
ま
え

な
が
ら
話
し
て
き
た
。
以
下
そ
の
内

容
を
中
心
に
述
べ
て
み
た
い
。

１
、
復
興
コ
ン
セ
プ
ト

（
１
）
漁
業
の
ま
ち
気
仙
沼
の
再
生

コ
ン
セ
プ
ト

人
災
は
二
度
と
な
き
も
の
に
し
た

い
。
三
陸
リ
ア
ス
式
海
岸
で
は
千
年

余
り
に
、
何
回
も
の
大
津
波
が
発
生

し
、
そ
の
度
に
多
く
の
人
命
が
犠
牲

と
な
っ
て
き
た
。
今
回
も
死
者
・
不

明
者
は
総
計
で
１
万
９
８
０
０
名
と

も
な
っ
て
い
る
と
報
道
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
ス
キ
ー
ム

（
枠
組
み
を
伴
っ
た
計
画
）
の
基
本

は
「
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
プ
ラ
ン

と
し
た
。

防
波
堤
を
15
ｍ
（
普
代
村
は
こ
の

防
波
堤
で
被
害
者
ゼ
ロ
だ
っ
た
）
と

し
、
エ
リ
ア
別
に
目
的
に
合
わ
せ
た

町
造
り
を
提
案
し
た
。
海
岸
に
近
い

中
心
部
は
、
エ
コ
経
済
の
ス
マ
ー
ト

シ
テ
ィ
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
エ

リ
ア
と
し
、
漁
業
製
品
は
新
鮮
さ
が

第
一
で
あ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
製

品
、
処
理
が
必
要
な
こ
と
か
ら
加
工

製
造
工
場
と
市
場
を
中
心
に
す
る
。

一
段
高
い
場
所
（
イ
ン
フ
ラ
は
25

〜
30
メ
ー
ト
ル
高
所
）
に
ス
マ
ー
ト

グ
リ
ッ
ド
と
し
て
役
所
や
学
校
、
病

院
等
を
造
り
、
さ
ら
に
高
い
と
こ
ろ

に
住
宅
や
介
護
施
設
等
造
る
。

（
２
）
世
界
を
魅
了
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｓ
Ｃ

（
食
品
安
全
シ
ス
テ
ム
）
の
認
証
を

得
る産

業
は
い
ず
こ
も
同
じ
よ
う
な
競

争
市
場
で
、
そ
の
中
で
漁
業
の
ま
ち

と
し
て
厳
守
し
た
い
の
は
、
食
の
安

全
第
一
で
あ
る
。
昨
今
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

（H
azard

A
nalysis

and
C
ritical

C
ontrol

P
oint

＝
食
品
衛
生
管
理
方

式
）
やIS

O
2
2
0
0
0

（
食
品
安
全
規

格
）
そ
し
てF

SSC
2
2
0
0
0

な
ど
の
国

際
規
格
認
証
は
極
め
て
重
要
。
こ
の

国
際
規
格
は
食
品
を
安
全
に
保
つ
た

め
の
体
制
づ
く
り
欠
か
せ
な
い
も
の

友好の桜の碑前で

第
九
回
学
員
日
華
友
好
会

「
友
好
の
桜
」
植
樹
祭
に
参
加
し
て

松
岡
健
次

東
北
漁
業
地
の
復
興
に
向
け
て
　
　
　
　
宮
澤
公
廣

﹇
三
八
会
員
の
日
々
﹈
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し
た
い
と
い
う
連
絡
が
入
っ
て
き

た
。
施
主
の
希
望
は
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

建
築
」
を
す
る
に
あ
た
り
、
当
社
を

選
定
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
震

災
地
を
助
け
た
い
と
い
う
事
も
あ

り
、急
い
で
施
工
段
取
り
を
始
め
た
。

一
つ
懸
案
は
地
盤
沈
下
３
０
０
ミ
リ

の
問
題
が
あ
り
、
ま
た
工
事
費
は
保

険
も
約
定
に
対
処
出
来
な
か
っ
た
な

ど
の
諸
問
題
な
ど
を
解
決
し
な
が

ら
、
国
の
補
助
金
が
受
け
ら
れ
、
着

工
へ
と
進
む
事
が
で
き
た
。
震
災
か

ら
の
再
建
に
対
し
、
様
々
な
情
報
、

知
恵
に
よ
り
、
震
災
前
よ
り
事
業
拡

大
し
、
再
起
で
き
る
場
合
も
あ
る
。

将
来
目
標
に
向
け
て
未
来
型
の
ソ

フ
ト
の
充
実
と
ハ
ー
ド
の
市
場
優
位

と
シ
ス
テ
ム
化
す
る
こ
と
は
企
業
、

地
域
産
業
の
発
展
に
繋
が
る
。
こ
の

企
業
で
は
製
氷
工
場
を
大
き
く
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
・
食
の
安
全
管
理
を
重
視

し
た
国
際
規
格
を
認
証
す
る
こ
と

で
、
市
場
へ
の
期
待
を
高
め
て
い
く

方
針
で
あ
り
、
よ
り
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
し

た
工
場
設
計
を
構
築
し
て
い
る
。

で
あ
り
、IS

O
2
2
0
0
0

の
生
産
現
場

か
ら
食
卓
ま
で
、
一
次
原
料
、
流
通

や
製
品
化
工
場
等
、
全
て
に
関
係
を

持
っ
て
メ
ー
カ
ー
規
模
に
関
係
な
く

取
り
組
む
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
消
費

者
の
安
全
を
守
る
事
と
な
る
。
生
産

各
社
毎
の
対
応
か
ら
協
同
組
合
な
ど

で
も
取
得
が
あ
れ
ば
、
全
国
に
気
仙

沼
の
食
の
安
全
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
、

被
災
地
に
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
規
模

で
そ
の
名
が
普
及
し
、
全
国
の
消
費

者
を
信
頼
を
得
る
に
違
い
な
い
。

（
３
）
美
し
い
風
景
の
気
仙
沼
は
海

洋
観
光
の
ま
ち

リ
ア
ス
式
海
岸
の
自
然
美
を
生
か

し
、
そ
の
中
に
海
洋
観
光
の
中
心
に

な
る
海
洋
ド
ー
ム
を
造
り
、
多
く
の

観
光
客
を
迎
え
入
れ
る
。
都
会
の
街

中
や
山
岳
地
で
は
見
ら
れ
な
い
、
海

の
神
秘
を
展
開
す
る
海
底
博
物
館
も

人
気
を
呼
ぶ
に
違
い
な
い
。
海
中
に

泳
ぐ
魚
や
生
物
に
子
供
達
が
喜
べ
る

動
き
の
あ
る
施
設
と
す
る
。

２
、
復
興
の
主
体

基
本
ス
キ
ー
ム
は
国
と
地
域
（
市

町
村
・
集
落
）
の
役
割
り
で
取
り
組

み
、
被
災
者
、
地
域
、
団
体
と
の
コ

ン
セ
ン
サ
ス
を
得
な
が
ら
復
興
ビ
ジ

ョ
ン
を
ま
と
め
、
早
期
に
対
応
す
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
今

回
は
気
仙
沼
市
の
復
旧
を
完
了
さ

せ
、
抱
え
て
い
た
多
く
の
問
題
を
解

決
し
な
が
ら
、
震
災
か
ら
の
早
急
の

復
興
を
成
し
遂
げ
、
新
し
い
街
を
創

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

近
代
日
本
の
夜
明
け
の
道
を
歩
く
　
　
　
吉
崎
佳
慶

同
期
の
諸
氏
に
は
公
私
共
に
充
実
し

た
日
々
を
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
小
生
永
年
に
亘
り
（
50
年
）

カ
メ
ラ
好
き
で
「
ふ
る
さ
と
の
豊
か

な
自
然
や
悠
久
の
歴
史
」
に
こ
だ
わ

三
八
会
会
員
の
皆
様
ご
無
沙
汰
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
お
元
気
で
す

か
。気

付
い
て
み
る
と
昭
和
38
年
３
月

の
卒
業
か
ら
半
世
紀
が
経
過
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

り
続
け
て
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。じ

つ
は
、
４
年
程
前
の
平
成
20
年

に
益
田
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
ク
ラ
ブ
（
地

元
経
営
者
の
組
織
）
か
ら
の
要
請
を

受
け
て
、「
近
代
日
本
の
夜
明
け
を

歩
く
」
の
出
版
の
際
、
写
真
撮
影
を

担
当
す
る
名
誉
に
浴
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
同
本
の
文
章
は
、
島
根

県
内
で
は
著
名
な
郷
土
歴
史
研
究
家

の
矢
富
巌
夫
先
生
に
よ
る
も
の
で

す
。
同
氏
は
、
小
生
が
60
歳
か
ら
65

歳
の
５
年
間
市
立
雪
舟
記
念
館
の
館

長
を
務
め
た
時
期
の
名
誉
館
長
で

す
。
名
コ
ン
ビ
の
関
係
で
も
あ
り
こ

の
出
版
の
写
真
を
引
受
け
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

今
春
４
月
15
日
に
よ
う
や
く
発
刊

の
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
Ａ
４
判

変
形
、
カ
ラ
ー
刷
り
３
４
０
頁
、
掲

載
の
写
真
は
グ
ラ
ビ
ア
大
小
様
々
で

会
わ
せ
４
５
７
点
で
す
。
写
真
集
を

思
わ
せ
る
内
容
の
も
の
で
、
現
在
大

好
評
に
て
発
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

内
容
は
、
幕
末
の
第
２
次
長
州
征
伐

（
別
名
四
境
戦
争
）
の
一
つ
で
あ
る

石
州
口
の
戦
い
（
益
田
市
多
田
町
、

浜
田
藩
と
津
和
野
藩
の
境
界
地
で
益

田
口
と
も
云
う
）
を
紹
介
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
戦
い
が
端
緒
と
な
っ
て

明
治
維
新
へ
と
続
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
当
時
の
戦
跡
を
山
陰
道
を
中
心

に
萩
か
ら
岡
山
県
の
津
山
ま
で
の
軌

跡
を
辿
り
集
大
成
し
た
豪
華
本
で

す
、
き
っ
と
ご
満
足
い
た
だ
け
る
も

の
こ
と
に
つ
い
て
は
３
月
28
日
気
仙

沼
市
長
菅
原
茂
氏
、
気
仙
沼
商
工
会

議
所
臼
井
賢
志
氏
、
気
仙
沼
漁
業
組

合
組
合
長
佐
藤
亮
輔
氏
の
そ
れ
ぞ
れ

各
所
に
お
い
て
話
を
し
た
。
こ
の
苦

境
を
乗
り
越
え
、
未
来
に
向
か
う
姿

勢
は
、
間
違
い
な
く
将
来
の
日
本
を

代
表
す
る
街
へ
と
な
る
事
と
繋
が
っ

て
い
る
と
確
信
し
て
い
る
。

３
、
被
災
工
場
の
新
築
建
築
工
事
ス

タ
ー
ト
へ

２
０
１
１
年
５
月
に
石
巻
の
某
工

場
か
ら
大
津
波
で
本
社
第
二
工
場
が

崩
壊
し
、
再
建
築
の
施
工
を
お
願
い

好評の「会員の日々」。原稿をお
よせください。メールでも郵便で
も構いません。できれば、写真を
添えて。
〒284-0024
千葉県四街道市旭ヶ丘5-16-24
山口義夫
メールyv6i9z@bma.biglobe.ne.jp
TEL・FAX 043-432-0130

会員の日々・原稿募集
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
本
へ
の
ご
興
味
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
下
記
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

最
後
に
、
三
八
会
の
皆
様
、
お
互

い
に
好
奇
心
を
持
ち
続
け
て
元
気
一

杯
の
人
生
を
全
う
し
た
い
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
、
こ
れ
か
ら
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
問
い
合
せ
）
益
田
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

ク
ラ
ブ
事
務
局
　
〒
６
９
９-

５
１

３
１
益
田
市
安
富
町
３
３
３
０-

１

電
話
　
０
８
５
６-

３
１-

５
０
５
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
８
５
６-

２
５-

１
６
７

６
　
１
冊
　
３
８
０
０
円（
送
料
別
）

島
根
県
益
田
市
在
住
（
旧
姓
美
田
）

「復興屋台村気仙沼横丁」ホームページから
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ン
サ
ー
ト
で
も
聴
く
機
会
が
多
く
、

そ
の
曲
風
か
ら
軽
や
か
で
楽
し
い
ス

ト
ー
リ
ー
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
伝

っ
て
き
ま
す
。

劇
場
に
入
り
、
座
席
に
つ
く
と
ど

の
よ
う
な
オ
ペ
ラ
が
上
演
さ
れ
る
の

か
と
、
心
を
と
き
め
か
せ
る
お
も
い

で
開
幕
を
待
ち
ま
し
た
。

第
一
幕
、
夜
明
け
を
待
つ
セ
ビ
リ

ア
の
広
場
で
薄
暗
い
ス
テ
ー
ジ
に
主

演
ア
ル
マ
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
伯
爵
役
の
ア

ン
ト
ニ
ー
ノ
・
シ
ラ
ク
ー
ザ
の
透
明

感
の
あ
る
澄
み
渡
る
声
、
響
き
渡
る

声
に
よ
る
求
愛
の
歌「
空
は
微
笑
み
」

が
歌
わ
れ
る
。
藤
原
歌
劇
団
の
合
唱

と
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
ま
さ
に
こ
れ
が
オ

ペ
ラ
と
い
う
最
高
芸
術
の
感
激
を
受

け
る
瞬
間
で
し
た
。
男
性
合
唱
陣
の

力
強
い
歌
声
に
待
っ
て
ま
し
た
と
ば

か
り
の
ロ
ジ
ー
ナ
役
を
演
じ
る
鳥
木

弥
生
さ
ん
の
柔
ら
か
な
美
し
い
ア
リ

ア
、
フ
ィ
ガ
ロ
を
演
じ
る
森
口
賢
二

さ
ん
、
バ
ル
ト
ロ
役
の
久
保
田
真
澄

さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
に
持
ち
味
の
異
な

る
ア
リ
ア
で
ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
さ

れ
て
ゆ
き
ま
し
た
。
第
二
幕
の
バ
ル

ト
ロ
家
の
場
面
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

主
演
歌
手
の
掛
け
合
い
の
よ
う
に
歌

の
パ
ー
ト
が
リ
レ
ー
さ
れ
、
ま
る
で

歌
に
よ
る
言
葉
遊
び
の
よ
う
に
ス
ト

ー
リ
ー
が
進
む
と
、
時
折
客
席
か
ら

笑
い
が
起
き「
セ
ビ
リ
ヤ
の
理
髪
師
」

は
喜
劇
の
オ
ペ
ラ
で
あ
る
と
改
め
て

気
付
か
さ
れ
た
次
第
で
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
日
本
語
が
飛
び

出
す
サ
ー
ビ
ス
も
粋
な
計
ら
い
で
、

様
々
な
演
出
の
工
夫
が
た
く
み
に
織

り
込
ま
れ
、
歌
と
音
楽
と
ス
ト
ー
リ

ー
が
展
開
さ
れ
て
行
き
こ
れ
が
オ
ペ

ラ
の
醍
醐
味
と
真
髄
な
の
か
と
思
い

ま
し
た
。

約
３
時
間
30
分
の
長
丁
場
、
歌
い

続
け
、
表
現
し
、
演
技
し
続
け
る
歌

手
の
ス
タ
ミ
ナ
に
圧
倒
さ
れ
感
動
し

通
し
の
至
福
の
時
間
を
過
ご
し
、
オ

ペ
ラ
の
魅
力
に
感
銘
を
受
け
た
一
宵

と
な
り
ま
し
た
。

付
記
　
　
今
回
の
『
セ
ビ
リ
ヤ
の

理
髪
師
』
の
公
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

品
説
明
で
は
元
中
央
大
学
学
長
の
鈴

木
康
二
先
生
に
よ
る
、
作
品
の
原
作

者
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
に
つ
い
て
原
作
者

「
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
の
生
涯
」
と
し
て

解
説
が
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
文

学
を
研
究
さ
れ
て
い
る
鈴
木
先
生
は

日
本
に
於
け
る
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
研
究

で
の
第
一
人
者
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
解
説
で
の
原
作
者
の
経
歴
、

人
物
像
、
原
作
作
成
の
背
景
を
読
ん

で
い
る
と
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
時

代
と
歴
史
が
手
の
取
る
よ
う
に
説
明

さ
れ
て
お
り
興
味
が
尽
き
な
い
。
こ

の
原
作
を
元
に
ロ
ッ
シ
ー
二
が
こ
の

オ
ペ
ラ
を
作
曲
し
た
事
情
な
ど
を
推

理
し
な
が
ら
観
る
と
オ
ペ
ラ
の
楽
し

さ
を
倍
増
し
て
く
れ
る
。
鈴
木
先
生

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

大
学
二
年
か
ら
四
年
ま
で
の
夏
休

み
は
、ハ
ー
ト
が
暑
か
っ
た
せ
い
か
。

な
お
暑
苦
し
か
っ
た
。
母
校
放
送
研

究
会
の
名
司
会
に
の
せ
ら
れ
て
、
洒

脱
な
コ
ン
ボ
編
成
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン

ジ
の
「
ウ
イ
リ
ア
ム
テ
ル
序
曲
」
の

軽
快
な
リ
ズ
ム
が
・
・
。
勿
論
、
大

学
一
、
二
年
を
競
う
母
校
の
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
の
勇
壮
な
マ
ー
チ
も
。

こ
の
演
奏
会
を
久
留
米
市
で
開
催

す
る
為
に
、
十
二
キ
ロ
熊
本
寄
り
の

郷
里
八
女
市
か
ら
日
参
。
チ
ケ
ッ
ト

の
広
告
取
り
か
ら
印
刷
、
そ
し
て
販

売
。
奉
加
帳
を
携
え
て
先
輩
訪
問
。

総
勢
八
十
名
に
も
な
る
母
校
の
仲
間

の
宿
舎
の
手
配
と
大
型
楽
器
を
運
ぶ

手
段
の
確
保
。
運
営
資
金
十
五
万
円

の
借
入
れ
か
ら
果
て
は
冷
房
設
備
が

な
い
の
で
大
量
の
氷
柱
の
発
注

E
T
C

。（
当
時
頑
張
っ
た
仲
間
の
名

誉
の
為
に
。
収
益
金
の
全
て
を
し
か

る
べ
き
施
設
に
寄
付
し
て
新
聞
に
掲

載
さ
れ
た
）

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
唯
一
の
楽

し
み
は
ラ
ン
チ
。
毎
日
毎
日
。
良
く

も
ま
あ
飽
き
も
せ
ず
「
と
ん
こ
つ
ラ

ー
メ
ン
」。
九
州
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ

ン
の
揺
籃
期
で
も
あ
っ
た
。
久
留
米

は
、
人
口
当
た
り
日
本
一
の
店
舗
数

を
誇
る
焼
き
鳥
店
で
も
有
名
（
ホ
ル

モ
ン
扱
い
の
豚
腸
を
ダ
ル
ム
と
称
し

て
焼
き
鳥
に
昇
華
）
。
う
ど
ん
も

「
筑
後
の
弱
腰
」
が
旨
い
。
ご
ぼ
う

天
の
名
店
揃
い
。
屋
台
も
華
や
か
な

歴
史
に
色
彩
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

「
と
ん
こ
つ
ラ
ー
メ
ン
発
祥
の
碑
」

だ
っ
て
あ
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
久
留
米
は
Ｂ

級
グ
ル
メ
の
聖
地
（
マ
チ
）
を
標
榜

し
て
い
る
。

こ
の
他
、
餃
子
や
お
好
み
焼
き
店

な
ど
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
を
巡
る
ス
タ

ン
プ
・
ラ
リ
ー
を
催
し
て
い
る
。
全

八
十
八
軒
を
制
覇
し
た
ら
Ｂ
級
グ
ル

メ
達
人
位
に
認
定
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア

ム
グ
ッ
ズ
も
貰
え
る
。
私
は
、
三
年

連
続
満
願
成
就
。
し
か
も
最
高
齢
の

名
人
位
の
栄
に
浴
し
て
い
る
。
エ
ン

ト
リ
ー
店
に
は
、
学
生
時
代
か
ら
の

馴
染
み
も
あ
り
郷
愁
に
か
ら
れ
る
。

全
店
が
「
よ
か
ほ
と
め
き
（
筑
後

弁
で
お
も
て
な
し
）
ば
さ
っ
し
ゃ
る

け
ん
。
人
情
に
あ
っ
か
久
留
米
に
来

ん
ね
」。「
久
留
米
発
祥
の
と
ん
こ
つ

ラ
ー
メ
ン
」
を
全
国
区
に
拡
げ
た
親

子
二
代
屋
台
か
ら
の
物
語
。「
ラ
ー

メ
ン
侍
」
の
映
画
を
皆
様
が
、
ご
鑑

賞
頂
く
よ
う
切
に
願
う
も
の
で
あ

る
。

三
八
会
の
観
劇
会
の
行
事
と
し
て

標
記
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
の
案
内
を
松
本

会
長
か
ら
誘
い
を
戴
き
、
東
京
・
初

台
の
新
国
立
劇
場
で
観
る
こ
と
と
し

た
。
２
０
１
１
年
９
月
11
日
の
公
演

を
家
内
と
２
人
分
の
チ
ッ
ケ
ト
の
手

配
を
依
頼
し
オ
ペ
ラ
を
楽
し
ん
だ
。

以
前
「
蝶
々
夫
人
」
を
鑑
賞
し
て
以

来
の
久
し
ぶ
り
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞
で
あ

る
。
今
回
の
演
目
は
、
藤
原
歌
劇
団

に
よ
る
ロ
ッ
シ
ー
ニ
作
曲
「
セ
ビ
リ

ヤ
の
理
髪
師
」
の
公
演
で
あ
る
。

私
に
と
っ
て
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ
は
、

子
供
の
頃
中
学
の
音
楽
室
の
壁
面
に

並
ぶ
偉
大
な
音
楽
家
達
の
肖
像
画
の

中
で
髪
を
内
巻
き
に
し
一
際
堂
々
と

し
た
体
躯
を
示
し
て
い
た
こ
と
の
印

象
が
今
で
も
鮮
明
に
あ
り
ま
す
。
ロ

ッ
シ
ー
ニ
は
オ
ペ
ラ
の
作
曲
家
と
し

て
も
有
名
で
す
が
、
他
方
大
変
な
美

食
家
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
、
今
で

も
ロ
ッ
シ
ー
ニ
の
名
前
の
つ
い
た
料

理
が
あ
り
そ

の
影
響
が
風

貌
に
も
映
さ

れ
て
い
る
も

の
と
思
い
ま

す
。
「
セ
ビ

リ
ヤ
の
理
髪

師
」
は
序
曲

が
特
に
有
名

で
す
か
ら
コ

写真は本橋ご夫妻

母
校
の
ブ
ラ
バ
ン
と
B
級
グ
ル
メ

藤
島
道
彦

オ
ペ
ラ
「
セ
ビ
リ
ヤ
の
理
髪
師
」
鑑
賞
の
記

本
橋
勇
造
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｠
昨
年
11
月
、東
京
駅
発
７
時
50
分
、

「
の
ぞ
み
13
号
」
に
乗
り
名
古
屋
駅

で
高
山
本
線
の
特
急
「
ひ
だ
５
号
」

へ
乗
り
換
え
る
。
岐
阜
駅
で
大
阪
組

８
名
の
乗
っ
た
「
ひ
だ
25
号
」
を
連

結
し
て
、
そ
の
ま
ま
飛
騨
高
山
へ
。

車
内
の
９
名
と
下
呂
温
泉
へ
直
行
す

る
車
組
２
名
は
毎
年
こ
の
季
節
に
な

る
と
い
つ
も
元
気
な
姿
を
現
す
。

外
は
雨
に
煙
り
、
赤
味
か
か
っ
た

山
あ
い
を
走
る
高
山
本
線
に
は
じ
め

て
乗
る
。
12
時
13
分
、
時
間
通
り
高

山
駅
着
、
幹
事
が
予
め
用
意
し
て
い

た
駅
前
で
昼
食
、
や
っ
と
落
ち
着
い

て
飲
め
た
冷
た
い
ホ
ッ
プ
の
味
が
喉

越
し
を
潤
す
。

13
時
、
高
山
駅
前
で
９
人
乗
り
の

新
興
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
観
光
。

運
転
手
の
慣
れ
た
案
内
よ
ろ
し
く
、

先
ず
、
民
族
村
「
飛
騨
の
里
」。
時

代
の
流
れ
と
共
に
失
わ
れ
て
い
く
古

い
民
家
や
生
活
用
具
等
、
そ
の
貴
重

な
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
る
た
め

71
年
（
昭
和
46
年
）
に
開
村
し
た
。

入
口
を
入
る
と
「
五
阿
弥
池
（
ご

あ
み
い
け
）」、
餌
を
取
り
合
う
色
鮮

や
か
な
錦
鯉
、
大
き
な
池
を
我
が
物

顔
に
泳
ぎ
回
る
１
羽
の
大
白
鳥
、
池

か
ら
左
右
前
方
を
見
上
げ
る
と
60
ｍ

先
に
３
０
０
余
年
、
飛
騨
の
豪
雪
に

耐
え
、
な
だ
ら
か
な
傾
斜
に
移
築
し

た
大
小
様
々
な
合
掌
造
り
が
目
に
付

く
。先

ず
木
挽
（
こ
び
き
）
小
屋
を
訪

ね
る
。
薄
暗
い
小
屋
の
真
ん
中
に
立

っ
て
い
る
自
称
85
歳
の
お
じ
い
さ
ん

が
、煙
を
被
り
乾
燥
し
た
長
さ
１
ｍ
、

直
径
25
ｃ
ｍ
程
の
栗
の
木
の
丸
太
を

鉈
（
な
た
）
で
、
厚
さ
２
ｃ
ｍ
位
の

真
平
ら
な
板
に
切
り
裂
き
落
と
す
。

ト
タ
ン
や
瓦
が
飛
騨
の
奥
に
少
な
い

時
代
そ
の
板
を
板
葺
き
屋
根
と
し
、

風
よ
け
に
、
板
の
上
に
石
を
載
せ
屋

根
の
安
定
を
計
っ
た
。

１
週
２
日
、
観
光
客
に
昔
の
知
恵

を
偲
ば
せ
て
い
る
が
、
そ
の
匠
（
た

く
み
）
の
技
を
継
ぐ
者
は
な
い
。

国
指
定
の
重
要
文
化
財
、
合
掌
造

り
の
中
に
は
小
作
を
管
理
す
る
田

舎
、
集
会
所
、
細
工
所
、
陶
芸
所
、

農
耕
役
の
牛
馬
家
畜
舎
、
和
紙
漉

（
す
）
き
所
、
養
蚕
室
等
が
一
緒
に

さ
れ
た
大
家
族
制
が
多
か
っ
た
。
柱

の
太
さ
と
長
さ
、
板
の
厚
さ
、
か
や

葺
屋
根
の
か
や
の
厚
さ
、
雪
が
滑
り

易
い
60
度
の
急
勾
配
の
屋
根
、
２
階

か
ら
三
角
屋
根
を
支
え
る
直
系
30
ｃ

ｍ
ほ
ど
の
丸
太
、
そ
れ
を
荒
縄
で
結

わ
い
付
け
る
技
、
柱
や
床
板
に
手
斧

（
ち
ょ
う
な
）
の
痕
を
美
し
く
残
し

た
匠
達
の
現
場
作
業
が
偲
ば
れ
る
。

茅
葺
き
屋
根
の
葺
き
替
え
は
30
年

〜
40
年
に
１
度
、そ
の
葺
き
替
え
や
、

大
掛
か
り
な
増
改
装
、
雪
の
始
末
、

山
の
下
刈
り
な
ど
は
「
ゆ
い
」
と
称

し
隣
近
所
の
人
達
が
互
い
に
助
け
合

っ
た
と
い
う
。

春
秋
高
山
祭
の
屋
台
は
24
台
。
修

理
だ
け
で
も
数
億
円
か
か
る
と
い

う
。
屋
台
の
内
、
４
台
を
交
代
々
々

に
飾
る
高
山
会
館
へ
向
う
。

飛
騨
の
国
は
、
大
和
朝
廷
へ
税
の

か
わ
り
に
「
飛
騨
の
匠
」
を
６
０
０

年
の
間
、
毎
年
１
０
０
人
余
、
延
べ

７
、
８
万
人
を
奈
良
の
都
の
宮
殿
や

お
寺
の
建
築
に
送
り
出
し
た
。
こ
の

匠
の
長
い
伝
統
と
培
っ
た
匠
の
技
が

町
毎
に
屋
台
を
張
り
、
春
秋
の
祭
は

人
口
の
３
倍
の
観
光
客
で
賑
わ
い
溢

れ
出
る
。
こ
の
匠
の
築
い
た
古
い
町

並
み
を
、
ゆ
っ
く
り
味
わ
っ
て
散
策

し
、
今
夜
の
宿
下
呂
温
泉
水
明
館
へ

向
う
。

下
呂
温
泉
は
草
津
、
有
馬
と
日
本

三
名
泉
と
云
わ
れ
、
同
館
は
下
呂
有

数
の
温
泉
旅
館
。
翌
日
は
「
せ
せ
ら

ぎ
の
小
径
」
を
散
策
「
合
掌
村
」
で

昔
話
を
影
絵
で
伝
え
る
「
し
ら
さ
ぎ

座
」
へ
、
昼
は
飛
騨
牛
丼
、
温
泉
寺

で
合
掌
し
、
飛
騨
川
の
下
呂
大
橋
を

渡
り
、
帰
り
の
電
車
待
つ
下
呂
駅
へ

向
う
。

京
都
・
渡
月
橋
上
流
の
大
堰
川
に

雅
楽
や
舞
を
奉
納
す
る
船
を
浮
か
べ

る
車
折
神
社
の
三
船
祭
に
参
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
小
生
が
常
磐
津
の
稽

古
を
始
め
た
縁
か
ら
で
す
。

師
匠
は
京
都
の
祇
園
育
ち
で
三
味

線
方
の
常
磐
津
都
史
先
生
で
す
。
歌

舞
伎
公
演
に
出
演
す
る
プ
ロ
で
す

が
、
初
心
者
に
も
親
切
に
教
え
て
く

れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
師
匠
か
ら
三
船
祭
に

誘
わ
れ
、赤
い
装
束
を
着
せ
ら
れ
て
、

常
磐
津
の
女
性
と
一
緒
に
船
に
乗
っ

て
み
ま
し
た
。
御
座
船
の
前
で
、
一

緒
に
天
保
十
年
三
月
河
原
崎
座
で
澤

村
訥
升
の
初
演
し
た
「
夏
船
頭
」

（
常
磐
津
）
の
一
節
を
、
奉
納
し
ま

し
た
。
時
は
平
成
24
年
５
月
20
日
、

誠
に
素
晴
ら
し
い
祭
の
ひ
と
時
で
あ

り
ま
し
た
。

４
月
６
日
独
立
行
政
法
人
・
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
で
の

再
診
が
あ
り
、
５
日
に
那
須
か
ら
東

京
に
来
ま
し
た
。

昨
年
（
３
月
11
日
）
は
、
東
日
本

大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
原
発
の
事

故
か
ら
日
本
の
各
地
で
は
花
見
等
の

催
し
を
自
粛
し
ま
し
た
。

今
日
は
、
浜
松
町
の
日
の
出
桟
橋

か
ら
浅
草
ま
で
遊
覧
船
に
乗
船
し
、

桜
見
物
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

７
日
は
墓
参
り
（
菩
提
寺
）
を
し

ま
し
た
。
菩
提
寺
の
桜
は
、
満
開
で
、

寺
か
ら
見
た
、
母
校
の
杉
並
第
八
小

学
校
の
桜
も
満
開
で
し
た
。

８
日
は
携
帯
電
話
の
機
器
と
通
信

会
社
を
変
え
、元
気
な
源
に
な
る
色
、

黄
色
に
変
更
し
『
明
る
く
、
前
向
き

に
、
抱
希
望
、
想
得
開
生
活
』
を
目

標
に
。
そ
し
て
、
明
日
に
那
須
に
戻

り
ま
す
。
那
須
高
原
の
様
々
な
花
も

開
花
し
始
め
ま
す
。
是
非
、
那
須
高

原
に
来
て
下
さ
い
。
６
日
の
検
査
の

結
果
は
、
良
好
に
推
移
を
し
て
い
ま

す
。
那
須
で
は
、
筋
力
の
強
化
を
一

層
努
力
し
ま
す
。

優雅に船遊びをした後で。中央が筆者

五阿弥池と合掌造り

飛
騨
高
山
と
下
呂
温
泉

武
田
幹
雄

古
希
の
遊
び
は
常
磐
津
で
す

山
口
義
夫

お
元
気
で
す
か
・
・

平
山
哲
也
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家庭菜園で、なんとか健康を保っています。
●木下　茂（川崎市幸区）
三八会活動ご苦労さまです。私は元気にしておりま
す。皆さまにお会いできず大変残念に思います。
●佐藤謙蔵（横浜市戸塚区）
心身を病んで病院通いをしております。
●清水良男（埼玉県所沢市）
残念ですが、旅行を計画しています。
●柴田輝男（東京都品川区）
五月のコンペには出席させていただきます。
●須田博司（岐阜市）
もう体の都合で東京まで出掛けることができなくな

りました。折角ご案内頂いても欠席ばかりですので、
今後は案内通知をご遠慮致します。色々ご案内頂き
暇が出来たらと思っていましたが、今度は体が言う
ことを聞かなくなりました。
●筒井伸夫（千葉県御宿町）
会のご盛況をお祈りいたします。
●中島康允（杉並区）
夫婦で体調悪し、特に妻がアルツハイマーの様子に
て医者等と相談しています。これからは全て欠席い
たしますので、三八会も退会させていただきますの
でよろしくお願い致します。
●土方秀一（横浜市南区）

同窓会（高校）の役員会と重なり、欠席します。
●堀　貞則（茅ヶ崎市）
色々とお世話になっております。当日は先代の法事
があり生憎都合が取れません。申し訳ありません。
２月18日（松本会長が）茅ヶ崎白門会総会に御出掛
けいただいたとのこと、ありがとうございます。
●松岡紀寛（千代田区）
現在、交通事故で入院中。
●三田豊彦（東京都昭島市）
総会の盛会をお祈りしております。
●山崎善三郎（清瀬市）
毎年ご案内をいただきながら申し訳ありません。
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元気にやっています。ご盛会を祈念しています。
●齋藤　芳英（茨城県守谷市）
ご苦労様です。今、守谷市の「中央大学茨城守谷白
門会」（仮称）設立準備中です。２月26日（日）に
設立総会の予定です。
●上井　薫（東京都港区）
当日は八甲田へ春スキ－に出かけておりますので、
失礼いたします。
●伊澤　辰雄（東京都豊島区）
フクダ電子株式会社社外監査役、学校法人跡見学園
監事を引続き努めています。
●棚澤　幸雄（埼玉県熊谷市）
東京地検を退職後、コニカミノルタ（株）の顧問を
３年、さいたま地検の被害者支援員を３年、その後
地元の自治会の役員等をしております。
●三澤　正志（さいたま市中央区）
ご連絡を頂き有り難うございます。定時総会は欠席
させて下さい。腰痛（50年前、誰も見向きもしなか

った、ス－パ－マ－ケット業界に入り、ダイエ－＆
ヨ－カド－で創業者に認めて貰うための“猛烈就
業”した結果、後遺症です）で電車の振動、乗降が
痛み伴い行動を慎んでいます。リハビリでストレッ
チ・腹筋・背筋の繰り返しです。誠に恥ずかしい次
第です。近況は免許証返納、孫ナシ、略儀ながらお
知らせ致します。
●佐藤　信昭（神奈川県横須賀市）
中央大学にお世話になり、2004年３月に定年退職し
て早や８年になろうとし、2005年10月に胃がんを患
いましたが、それ以降も元気にテニスを楽しんでい
ます。
●永島　英夫（東京都日野市)
相変らず毎日フルタイムで働いています。
●山田　勝幸（横浜市南区）
最近、旅行が多く、当日は台北におります。
●渥美　雅子（千葉市稲毛区）
ともかく生きてます。弁護士をしながら、講釈師を

しながら。
●野崎　國昭（新潟県三条市)
お医者様のお世話になっていますが、どうにか元気
で過ごしております。
●飯嶋　良治（柏市）
幹事の皆さんお世話様です。今回の総会は家事都合
により、残念ですが欠席させていただきます。暇が
あれば、実用書道に明け暮れているこのごろです。
●家村輝昭（多摩市）
回答が遅くなり申し訳ありません。当日は別件予定
と重複し、欠席致します。皆さまのご健勝を祈念っ
しています。白門三八会の益々のご発展を！
●小野里光敏（群馬県みなかみ町）
県議会議員を退任し、現在はみなかみ町商工会長等
に就いています。
●菊　正勝（埼玉県蓮田市）
地域のボランティア活動を時々行っています。
●菊　一子（埼玉県蓮田市）

※14ページから続く
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●平成24年度　白門三八会　年間行事予定

●24年度「総会」欠席者から一言

●池田　司（東京都葛飾区）
総会、懇親会欠席で済みません。会の盛会を祈念
致します。小生73歳でジョギングをやってます。
東京マラソン、４月の長野オリンピック記念マラ
ソンを完走するよう練習に励んでいるこの頃です。
●大西　雅和（千葉県野田市）
松本様はじめ幹事の皆様方のご努力には感謝申し
あげます。しかし、小生が所属している地元のボ
ランティア会の活動も忙しく出席できません。
●新沢　義生（千葉県佐倉市）
いつもいつもご苦労様です。段々高齢化の波の影
響を受けると思いますが、発展を祈っています。
●須田　博司（岐阜県岐阜市）
いつもご案内頂きありがとうございます。もう身
体の都合で東京まで出掛ける事ができなくなりま
した。折角ご案内頂いても欠席ばかりですので、
今後は案内通知をご遠慮致します。色々ご案内頂
き暇ができたらと思っていましたが、今度は身体
が言う事を聞かなくなりました。長い間ご案内頂
き有難うございました。
●小山　裕司（千葉県松戸市）
いつもお世話様です。当日は生憎他の予定が入っ
ており残念ながら欠席になります。
●鈴木　宏昌（埼玉県南埼玉郡）
遅くなり申し訳ありません。当日は旅行へ行く予
定があり、失礼致します。
●佐治　雍一（埼玉県さいたま市）
返事遅れ申し訳ありません。都合悪く欠席させて
戴きます。
●川瀬信一郎（神奈川県横浜市）
４月２１日、元会社の行事のため欠席します。
●小山　量平（神奈川県相模原市）
体調不良の為欠席させて頂きます。役員の皆様お
世話になります。
●二田　孝治（秋田県秋田市）
公務の為出席できず残念ですが、皆様によろしく
お伝え下さい。
●谷　允夫（徳島県徳島市）
静養中です。欠席させてください。皆様によろし
くお伝えください。

●芹澤　清二（神奈川県横浜市）
関節リウマチに羅病し５年目、リハビリ中。残念。
欠席です。
●植松　豊（東京都八王子市）
申し訳ありません。当日試合の予定が入っていま
す。東京国体（2015年）の準備で忙しい日々です。
又ジュニア育成教室にも力を入れています。欠席
ばかりで皆さんのお顔も忘れてしまいそうで、
増々出席しにくくなっています。
●檜林　功（東京都杉並区）
当日所用（法事）あり欠席させていただきます。
総会議決権は松本会長に委任いたします。
●佐藤　悳哉（神奈川県横浜市）
1300世帯の役員をやり忙しくしています。
●鈴木　紀元（愛知県春日井市）
遠方の為今回も欠席致します。お詫び申し上げま
す。三八会の議事録を毎回メール戴き深謝いたし
ます。会長をはじめ役員の皆様方のご尽力に改め
て敬意を表します。私の本職は百姓で春野菜の為
の土づくりに注力しています。
●山根　敬則（岡山県玉野市）
元気でおります。
●佐藤　裕美（東京都中野区）
体調不良のため欠席いたします。
●松本　孝（埼玉県川口市）
昨年中は大過なく過ごしましたが、今年１月に出
先で転倒し、後頭部を怪我してリハビリ中です。
●横山　繁（長野県北佐久郡）
当日はたまたま旅行中となって出席かないませ
ん。引退後３年近く経過し、健康なうちにと夫婦
で国内外の旅行を大いに楽しんでおります。あと
は外国留学生のお世話をしたりしております。
●町田　貞修（東京都八王子市）
例年の如く本年も当日がクラブの年次大会（東プ
リ）と重なっております。申しわけありません。
●藤井　春樹（神奈川県川崎市）
捗捗しくありませんが、不動産の仕事を続けてい
ます。趣味はと云うと、最近ではゴルフもせず、
秘湯訪問したり、街歩きや音楽といった方面をや
っています。

●伴　忠彦（東京都国分寺市）
放送大学で面接授業の受講があります。朝10時～
夕方17時15分、二日間（土、日）ありますので欠
席致します。
●平馬　治夫（千葉県市川市）
欠席ばかりで済みません。一時体調をくずしまし
たが、歩きに歩いて健康を取り戻しました。理工
学部工業化学科の会報に「化学工業エンジニアの
技術者人生」を載せていただくことになりました。
秋に刊行されます。
●墨　林衛（神奈川県海老名市）
短歌結社「あけび歌会」に所属し短歌を詠んでい
ます。昨年３月末「医学のために」を出版いたし
ました。
●山地　義之（千葉県松戸市）
仕事（弁護士）はほどほどにして、趣味（カンツ
オーネ歌唱、俳句など）を楽しんでいます。当日
は、歩こう会にて熊野古道に行くことになってい
ますので、残念ながら欠席いたします。
●林　泰弘（千葉県印旛郡）
御盛会をお祈り申し上げます。
●佐々木英雄（東京都千代田区）
昨年末から、体調を崩しております。皆様の御健
勝、御活躍を祈念します。
●滝沢　孝一（埼玉県春日部市）
白門化学クラブでお世話になっています。
●山中　秀彦（東京都杉並区）
静かな余生を！モットーに日々を送っています。
●斎藤　秀紀（神奈川県海老名市）
なんとか元気にやっていますが、今年度の総会・
懇親会は残念ですが欠席致します。
●五本　武（東京都目黒区）
妻の介護の為、出かけることが出来なくなりました。
●本田　月男（相模原市南区）
白門三八会の皆さん、ご無沙汰しております。早
いもので来年３月で卒業50周年になるのですね。
小生は、定年退職後、碁会所を経営し、今日に至
っております。囲碁・将棋のほかに、最近では野
菜作りと俳句に興じております。
●中井　猛（東京都品川区）
東京都目黒区水泳連盟にて、水泳指導を担当致し
て居ります。
●藤井　政男（東京都大田区）

※13ページに続く→
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行事内容 開催日時 

麻雀大会 

オペラ鑑賞会 

月例幹事会 

カラオケクラブ 

月例幹事会 

春情ゴルフ会 

中央大学ホームカミングデー 

月例幹事会 

幹事会・忘年会 

月例幹事会 

月例幹事会 

麻雀大会 

月例幹事会 

８月25日（土）

９月９日（日）

９月13日（木）

９月発足予定

10月11日（木）

10月25日（木）

10月28日（日）

11月８日（木）

12月13日（木）

１月10日（木）

２月14日（木）

２月16日（土）

３月14日（木） 

開催場所 連絡先 電話番号 

神田淡路町（雀荘・路） 

新国立劇場（オペラ） 

駿河台記念館 

未定 

駿河台記念館 

未定 

中央大学多摩キャンパス 

駿河台記念館 

グランドアーク半蔵門 

駿河台記念館 

駿河台記念館 

神田淡路町（雀荘・路） 

駿河台記念館 

川瀬信一郎 

松本　將男 

武田　幹雄 

宮澤　公廣 

武田　幹雄 

宮澤　公廣 

椎名　　薫 

武田　幹雄 

武田　幹雄 

武田　幹雄 

武田　幹雄 

川瀬信一郎 

武田　幹雄 

０４５－４２３－９０６８ 

０４２－４８７－８５４０ 

０４２－３６９－３６７６ 

０４２－５２４－３２３２ 

０４２－３６９－３６７６ 

０４２－５２４－３２３２ 

０４７－３７９－８００８ 

０４２－３６９－３６７６ 

０４２－３６９－３６７６ 

０４２－３６９－３６７６ 

０４２－３６９－３６７６ 

０４５－４２３－９０６８ 

０４２－３６９－３６７６ 

（幹事長　久保雅孝） 



●第33回白門三八会・春秋ゴルフ会

室町　明君が優勝 !!

飯能ゴルフクラブで（平成24年５月17日）

五月の飯能は藤の花は終わり、さつきが咲き乱れる美しい風
景が見られました。コンペが行われた飯能ゴルフクラブは、か
つて青木プロが良くプレーをしていたところといわれる名門コ
ースですが、女子プロには少々気になるコースだそうです。フ
ラットでやさしく見えますが、グリーンは膨大でランがあり、
オーバーする難しいコースです。優勝した室町君は何と39：38

で若いプレーヤー以上のスコアでお見事な腕前でした。
ゴルフが終わってパーティでは和気藹々と歓談し、事業部ス

ケジュールの常磐ハワイアンへ６月７～８日に行く件、８月25

日の第18回麻雀大会（お声を掛けての開催ですが、皆さん真剣
で年１回では少ないとのことで、この日を今年度の第１回と予
定しました。）９月６日演劇、秋予定のカラオケ大会等の話で
盛り上がりました。（宮澤公廣）

紅葉のシーズン、千葉カントリークラブ川間コースにて開催
しました。
当初、10名参加見込みのところ、室町明さんが腰痛のため急

遽欠席となり、９名でスタート。新ペリア方式で菊池健三君が
優勝、ベスグロの柴田輝男君が準優勝、ハンデに恵まれた宮澤
公廣君が３位入賞となりました。（西田茂登美）

●第32回白門三八会・春秋ゴルフ会

菊地健三君が優勝を飾る

●第15回白門三八会麻雀大会

山本夫妻が断トツ1、２位を獲得!!
今年から長年利用していた雀荘「シンユー」が昨年７月廃業

したため、そこから斜め前にある麻雀倶楽部「路」に変更した。
昨夜は東京に二度目の雪が降り、交通機関の影響も考えられた
が問題なく無事集合できた。しかし突然の持病の悪化や身内の
不幸で来られなくなったり、新しい場所が分からず１時間遅れ
て来た人もあったがなんとか19名でスタートした。観戦組にな
った３人は各戦の成績で２、３、４番の方と交替し２回以上テ
ーブルに着けるようにした。
成績は久しぶりの麻雀と言いながら山本夫妻が断トツで１、

２位を獲得した。二人とも観戦組に一回づつ回ったが二回とも
トップをしっかり取り逃げ切った。毎週２～３回麻雀をやって
いると言う饗庭、芦澤さんは相手のペースに惑わされたのか３
回ともマイナスでブービーを競った。
表彰式の後、宮澤事業部長から「年内にもう一回やろう」と

言う提案に対し全員賛成し、次回は８月25日（土）に決定した。
（川瀬信一郎）

いざ、三八会麻雀大会夏の陣へ ! !
とても盛会で参加者全員の希望で８

月にもう一度やることになりました。
参加の確認をお願いします。

事業部・川瀬信一郎
日時：８月25日（土）集合11時45分
場所：雀荘「路」
千代田区神田淡路町2-11萩原ビル
ＴＥＬ 03-3252-5157 雀荘の「路」です

次回第34回コンペは10月25日。場所は検討中です。多
くの皆様の参加を期待しています。｠

33回▼

32回▼

←千葉カントリークラブ川間コース
（平成23年10月28日）
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氏　名順位
優勝
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位

山本　英喜
山本　夫人
住吉　　陽
飛田　隆幸
西田　茂登美
椎名　　薫
柴田　輝夫
近藤　和英　　
久保田　昌夫
奥　　恵行

氏　名順位
11位
12位
13位
14位
15位
16位
17位
ＢＢ
19位
（観戦）

土方　秀一
川瀬　信一郎
西　　章
宮澤　公廣
安藤　誠邦
久保　雅孝
後藤　全弘
饗庭　宏至
芦澤　　基
町田　　武

氏　名 グロス
77

87

93

104

92

113

111

92

123

ハンデ
6.0

13.2

18.0

28.8

15.6

36.0

33.9

14.4

39.6

ネット
71.0

73.8

75.0

75.2

76.4

77.0

77.4

77.6

83.4

順位
１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位

室町　　明
杉山　慎一郎
大久保　雄三
西　　　章
三橋　義和
宮澤　公廣
松本　將男
柴田　輝男
西田　茂登美

氏　名 グロス
92

87

104

89

116

105

111

115

119

ハンデ
19.2

12.0

28.8

13.2

36.0

24.0

28.8

32.4

36.0

ネット
72.8

75.0

75.2

75.8

80.0

81.0

82.2

82.6

83.0

順位
１位
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位

菊地　健三
柴田　輝男
宮澤　公廣
若宮　正英
沢山　良一
土方　秀一
町田　　武
西　　　章
西田　茂登美








